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ン

　
ー
へ
（

ロ
ッ

0
2
，
巴
巴
お

ク
の
貨
幣
論

o
霞
。
o
営
、
、
（
ま
露
）

を
中
心
と
し
て
ー

種

・
瀬

茂

私
は
さ
き
に
髪
の
欝
孟
ハ
え
ら
れ
た
小
論
『
ジ
ョ
ン
・
憂
の
餐
γ
利
子
に
學
る
論
畜
中
心
と
し
で
ー
』
（
『
一

橋
論
叢
』
第
一
一
六
雀
第
四
舞
一
九
五
一
年
一
。
月
號
）
に
お
い
て
、
塞
利
子
牽
る
論
文
嚢
と
し
て
取
り
上
げ
そ
蓋
蕃

時
の
エ
ハ
七
。
年
代
に
位
置
さ
せ
て
叢
ハ
し
た
．
す
な
わ
ち
、
そ
の
當
時
の
警
舞
努
（
壽
）
お
ぽ
び
套
雲
内
容

鏑
雛
二
響
勤
旨
．
ゲ
目
，
い
．
．
犀
．
、
．
。
。
↓
．
．
轟
の
輕
濟
に
つ
い
て
の
田
心
考
の
二
三
の
笙
引
き
出
し
て
ξ
董

右
の
作
業
の
中
で
径
誇
難
を
と
ら
え
得
を
考
え
る
・
す
な
雪
・

（
一
）
憂
の
思
考
は
當
時
の
イ
ン
グ
・
フ
ン
ド
国
お
一
§
簿
る
羅
主
馨
展
の
蓼
と
ら
え
・
そ
の
露
奮

を
表
現
し
よ
難
。
い
ツ
、
蓑
齢
亥
利
子
引
き
下
げ
問
題
に
つ
い
て
は
、
銀
行
業
者
げ
－
・
犀
｝
－
高
利
貸
的
　
§
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1

し
て
商
工
萎
甕
覧
守
ろ
う
と
し
て
い
る
．
こ
の
商
工
萎
と
し
て
か
段
、
商
含
①
同
・
ぽ
騨
昌
斤
．
製
造
萎
貫
、
p
、
、
ロ
庸
9
．
け
．
一
．
．
擁
．

織
匠
。
一
。
嘗
●
借
地
農
萎
言
Φ
呈
讐
薯
琴
る
に
新
興
の
産
萎
本
蒼
を
考
慮
し
て
い
た
．
さ
ら
に
興
味
深
い
の

は
・
聚
財
政
の
糞
源
泉
た
る
雑
の
負
磐
・
地
藷
撃
る
保
護
を
、
か
れ
は
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
こ
の
地
＋
震
、
大

土
地
所
著
p
暑
竃
畿
紳
き
・
藷
§
§
も
、
土
地
保
有
者
一
暫
β
自
げ
．
一
α
．
巳
ゑ
く
ま
れ
る
．
國
家
財
政
の
舞

蒼
し
て
・
か
砦
の
ぞ
績
し
奮
段
奮
な
い
當
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
乏
と
つ
て
は
、
か
れ
ら
に
撃
る
協
力
の
努
力
が
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
・
と
羅
に
・
肇
に
啓
粂
義
的
生
産
の
新
し
い
震
が
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の
時
期
に
當
つ

て
』
智
の
懸
の
人
季
墾
鷲
力
を
・
』
の
藩
筆
い
で
い
た
の
で
あ
り
、
ウ
ィ
ッ
薫
～
畷
げ
一
－
q
。
の
肇
も
こ
の
震

を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
つ
奪
妻
泉
・
ッ
ク
の
彦
が
ウ
イ
ッ
グ
黛
の
そ
墾
あ
る
と
と
も
に
、
ま
需
進
的
な
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
経
癒
筥
忠
力
の
喬
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
2
．
萎
譲
一
六
八
九
年
『
蓼
器
』
．
．
。
一
．
．
一
．
G
。
．
閃
．
く
．
一
β
，

二
〇
筏
一
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
さ
れ
て
行
く
稜
展
過
程
で
あ
つ
た
。

（
二
）
》
の
表
は
利
喬
讐
ぢ
實
際
間
題
這
面
し
て
そ
の
婁
を
示
し
奈
ら
、
そ
れ
を
基
礎
付
け
る
た
め
に
、
自
然
利

霜
交
易
論
（
務
義
論
）
・
財
・
貨
幣
・
毒
穣
値
・
羅
馨
、
廣
－
深
い
醤
理
論
を
展
開
し
て
い
る
．
そ
れ
ら
を
要
約
す

窪
醤
現
象
の
覇
の
糧
（
貨
箋
軸
と
し
た
難
會
の
種
羨
則
）
と
そ
の
蕃
の
本
質
分
析
へ
の
手
が
か
り
（
毒
と
蕩

の
轟
が
・
。
ノ
の
欝
理
論
の
二
つ
輩
要
萎
素
と
い
砦
の
で
鐘
奮
う
か
．
そ
の
よ
う
蓮
爾
分
誓
同
腫
、
政

治
●
纂
．
思
想
雰
野
箋
い
て
の
究
の
思
考
と
蓉
し
、
ま
た
か
れ
の
蕃
的
養
と
懇
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
．

以
上
の
よ
う
藷
攣
謹
前
記
安
ノ
の
塗
に
3
て
墨
慧
畠
詫
奮
鍮
の
談
と
髪
．



　
さ
て
前
述
の
拙
稿
（
以
下
軍
に
拙
稿
と
し
て
示
す
）
五
七
ペ
ー
ジ
に
の
べ
た
如
く
・
ッ
ク
の
経
濟
論
文
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、

（
一
）
利
子
引
き
下
げ
間
題
を
主
題
と
し
て
、
一
六
七
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
、
一
六
九
二
年
に
嚢
表
さ
れ
た
も
の
。
拙
稿
の
封
象
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

（
二
）
貨
幣
改
鋳
問
題
を
主
題
と
し
て
一
六
九
〇
年
代
に
執
筆
嚢
表
さ
れ
た
諸
論
文
。

　
＊
　
論
交
全
髄
の
タ
イ
ト
ル
は
拙
稿
五
五
ぺ
ー
ジ
に
璃
げ
た
。
そ
の
際
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は
全
集
第
八
版
（
一
七
七
七
年
）
で
あ
つ
た
が
、
私
は
本
稿

　
　
で
は
第
コ
一
版
弓
プ
。
～
く
o
り
冨
亀
ぢ
げ
ロ
U
8
一
3
㌦
昌
三
昌
o
く
o
ぎ
巨
8
・
U
o
ロ
α
o
♪
一
〇
〇
N
避
を
用
い
る
コ
紹
濟
諸
論
丈
は
同
全
集
の
第
四
巻
に
牧

　
　
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
・
ッ
ク
か
ら
の
引
用
ぺ
ー
ジ
籔
は
こ
の
全
集
第
四
巻
の
そ
れ
を
示
す
。
最
近
に
お
け
る
内
外
の
・
ッ
ク
研
究
に
は
主
と
し
て

　
　
ロ
ッ
ク
全
集
一
八
〇
一
年
版
、
　
一
八
二
一
年
版
（
第
一
一
版
）
、
お
よ
び
一
八
二
三
年
版
が
用
い
ら
れ
て
↑
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
認
版
を
見
る
こ
と
が

　
　
で
き
な
い
で
い
る
。
し
か
し
諸
研
究
に
よ
る
引
用
丈
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
諸
版
と
私
が
使
用
し
た
一
八
二
四
年
版
（
第
コ
一
版
）
と
は
全
く
同
一

　
　
の
ぺ
ー
ジ
が
示
さ
れ
て
い
る
o

　
こ
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
論
文
は
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
拙
稿
五
五
ペ
ー
ジ
に
示
し
た
論
文
中
、
第
一
論
文
の
後
牛
の
部
分
、

お
よ
び
第
二
．
第
三
論
丈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
第
二
・
第
三
論
文
は
一
六
九
五
年
の
執
筆
に
か
か
る
。
ぞ
し
て
第
、
一
論
文
の
後
牟
の

部
分
は
一
六
九
〇
年
秋
執
筆
さ
れ
、
九
二
年
に
利
子
に
關
す
る
論
文
と
一
所
に
し
て
穫
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
蹴
る
。

　
嘱
は
、
本
稿
喉
噛
い
て
、
こ
の
第
一
論
文
の
後
牛
の
部
分
を
謝
象
と
し
、
當
時
の
歌
況
の
中
に
あ
つ
て
、
・
ッ
ク
の
示
し
た
封
策
と
そ

の
基
礎
に
あ
る
か
れ
の
貨
幣
に
つ
い
て
の
思
考
を
學
び
な
が
ら
、
も
う
一
度
、
前
述
の
諸
問
題
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
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ジ
ョ
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ロ
ッ
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貨
倣
旧
論
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一
七
八

　
　
　
　
　
　
二

　
＝
ハ
八
八
年
一
一
月
五
日
、
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
ジ
、
三
ゴ
昌
鑑
9
雲
馨
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
西
南
岸
ト
㌧
ヘ
イ
↓
。
↓
げ
p
鴇
に

上
陸
し
、
・
ン
ド
ン
い
o
孟
8
　
に
向
つ
て
進
軍
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
外
に
お
け
る
反
動
と
革
新
の
激
し
い
宰
い
が
、
．
）
．
｝
に
再
び

革
命
的
撹
星
盆
し
た
の
で
あ
る
．
ジ
孝
会
二
世
言
毘
は
ア
ィ
ア
ラ
ン
ニ
葺
・
2
鷲
、
王
位
は
奮
と
馨
た
．

當
時
の
混
飢
は
烈
し
く
、
王
政
復
古
や
内
飢
の
前
夜
に
比
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
。
事
態
牧
拾
の
た
め
古
い
チ
ャ
㌃
ル
ズ
ニ
世
○
げ
p
畦
一
〇
。

一
一
時
代
の
上
下
議
員
た
ち
が
、
急
い
で
裾
ン
ド
ン
に
呼
び
集
め
ら
れ
、
同
年
一
二
月
、
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
手
中
に
、
．
政
軍
の
實

槽
を
委
ね
、
こ
れ
が
内
飢
へ
の
道
を
す
く
つ
た
。
臨
時
政
府
の
下
に
、
議
會
選
墨
が
行
わ
れ
、
一
六
八
九
年
一
月
二
二
日
、
假
議
會
O
。
、
一
、

〈
Φ
一
匠
9
勺
彗
ぎ
旨
①
暮
が
開
か
れ
た
。
多
籔
を
占
め
た
ウ
イ
ッ
グ
窯
の
見
解
に
從
い
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
メ
ァ
リ
ー
⑪
爾
者
に
王
位
を
與

え
・
そ
の
共
同
藩
が
塵
利
の
宴
一
。
と
と
も
に
藻
書
発
．
こ
の
二
月
≡
言
奮
緩
霞
議
會
と
秀
、
こ
．
』
で
政
塗

宗
教
上
の
新
し
い
決
定
が
次
汝
に
生
み
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
寛
容
令
↓
〇
一
①
賞
菖
8
》
o
け
橿
利
法
令
国
三
。
出
菊
蒔
螺
。
等
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
『
名
巻
革
命
』
．
．
9
0
ユ
o
羨
因
雪
9
言
す
一
、
、
が
成
功
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
立
憲
王
政
と
寛
容
令
の
下
に
、
新
し
い
稜
展

の
時
代
に
入
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
さ
て
議
會
が
ウ
ィ
ツ
ア
ム
と
メ
ァ
リ
1
の
共
同
統
治
を
決
定
し
た
時
、
待
機
し
て
い
た
王
妃
メ
ァ
リ
ー
O
β
。
。
露
冒
費
．
｝
、
は
は
じ
め
て

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
向
つ
て
出
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
八
九
年
二
月
一
一
日
、
ハ
ー
グ
属
夷
ロ
o
を
立
ち
、
翌
日
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
Q
畦
Φ
。
，

老
魯
翁
惹
た
．
こ
の
麟
の
船
捉
、
ジ
・
ヤ
・
ノ
の
素
見
説
る
．
か
量
牟
馨
オ
ラ
ン
畜
．
一
一
p
、
、
魯
笙



　
活
を
絡
え
て
、
母
國
に
麟
つ
た
。
そ
こ
で
の
亡
命
生
滑
は
、
政
治
的
追
求
に
苦
し
い
生
活
を
経
験
せ
ね
ば
な
ら
な
が
っ
た
に
し
て
も
、
一

　
方
で
は
、
自
由
思
想
家
た
ち
と
の
交
友
は
か
れ
の
思
想
を
深
め
、
ま
た
多
撒
の
著
作
の
準
備
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
そ
れ
ゆ
え
オ
ラ
ン
グ

　
を
離
れ
る
こ
と
は
か
れ
の
心
を
い
た
ま
し
め
た
。
と
同
時
に
五
年
以
上
も
留
守
に
し
た
あ
と
で
、
再
び
母
國
の
岸
に
歩
を
印
し
、
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
由
と
光
榮
の
一
時
代
が
そ
の
國
に
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
と
つ
た
・
ッ
ク
は
、
喜
び
に
お
の
の
い
た
に
ち
が
い
な
陀

　
　
＊
　
喝
o
名
一
9
．
ワ
呂
！
命
引
用
書
名
は
本
稿
末
の
引
用
丈
献
目
録
を
見
よ
。
以
下
同
じ
。

　
　
露
國
後
、
・
ッ
ク
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
≦
旨
冨
目
目
H
か
ら
の
要
講
（
外
交
使
臣
と
し
て
の
仕
事
）
を
再
三
拒
否
し
、
請
願
委
員
9
年

一
三
蓄
δ
一
一
陣
鴎
o
h
》
H
、
需
跨
一
の
の
閑
職
に
つ
い
た
。
自
ら
の
健
康
は
激
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
つ
た
。
し
か
し

　
か
れ
の
努
力
は
別
の
方
向
に
そ
そ
が
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
諸
著
作
の
陸
績
た
る
襲
表
で
あ
る
。
ま
ず
一
六
八
九
年
麟
國
後
た
だ
ち
に
『
寛

容
に
關
す
る
手
紙
』
》
一
。
9
醇
8
言
9
巨
鑛
8
一
〇
旨
試
8
」
総
P
、
つ
づ
い
て
一
六
九
〇
年
に
は
『
人
間
悟
性
に
關
す
る
一
試
論
』
＞
一
・

塁
置
図
0
9
8
筥
ぎ
ひ
9
巨
一
馨
昌
蕪
己
o
房
9
且
ぎ
卿
ま
8
，
、
『
統
治
に
つ
い
て
の
二
論
文
』
ジ
き
貸
Φ
暮
溶
霧
9
讐
く
①
讐
目
Φ
旨
…
ま
8
・
。

　
五
七
歳
に
い
た
る
ま
で
の
波
飢
の
生
活
の
中
で
た
く
わ
え
ら
れ
た
か
れ
の
廣
い
経
験
と
深
い
思
索
が
、
こ
の
よ
う
な
揚
面
に
お
い
て
一
時
，

に
展
開
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
が
、
名
春
革
命
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
こ
と
に
革
新
派
の
思
考
に
相
感
じ
、
そ
の
思
想
界

に
お
い
て
十
分
の
支
持
を
與
え
ら
れ
、
ま
た
反
鉗
派
に
と
つ
て
論
議
の
封
象
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
名
罫
革
命
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
、
は

。
じ
め
て
か
れ
の
立
揚
と
思
想
を
十
分
に
展
開
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
揚
で
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
お
け

る
・
ッ
ク
の
張
り
つ
め
た
氣
持
が
う
か
が
い
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
し
か
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
外
の
歌
況
は
容
易
で
は
な
か
つ
た
。
内
に
は
、
ウ
ィ
ツ
グ
熊
・
ト
ー
リ
熊
↓
o
ユ
霧
の
封
立
は
ま
す
ま
す
激

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
ロ
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九

』



　
　
　
　
　
一
橋
大
射
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○

し
く
・
外
に
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
ニ
世
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
笥
β
蓉
Φ
の
軍
事
的
侵
略
（
ア
ィ
ア
ラ
ン
ド
）
が
迫
つ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世

は
一
六
九
〇
年
一
月
二
七
日
、
議
會
を
解
散
。
選
墨
後
、
第
二
議
會
が
三
月
二
〇
日
に
ぴ
ら
か
れ
た
。
ト
ー
リ
窯
が
多
藪
派
と
な
つ
た
。

議
會
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
か
ら
大
赦
令
》
9
無
Q
β
8
を
受
け
、
か
わ
り
に
ア
ィ
ア
ラ
ン
ド
遠
征
に
資
金
を
與
え
た
。
か
く
し
て
、
ア
ィ
ア

ラ
ン
ド
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
一
フ
ン
ド
の
8
菖
程
山
に
お
け
る
征
定
の
職
い
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
は
直
接
に
、
ル
イ
一
四
世
じ
o
δ
図
H
＜
の
フ

ラ
ン
ス
に
封
す
る
職
い
で
あ
つ
た
。
職
い
は
ヨ
ー
・
ヅ
パ
国
弩
o
需
を
ま
き
込
み
一
六
九
七
年
の
リ
ズ
ウ
イ
ッ
ク
の
講
和
↓
目
。
p
蔓
。
臨

刃
遂
＆
爵
に
ま
で
及
ん
だ
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
全
肚
會
・
文
化
生
活
は
、
新
薔
の
政
治
的
抗
争
と
、
こ
の
封
フ
ラ
シ
ス
職
に
よ
つ
て
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
＊
　
円
さ
く
o
ヴ
、
”
コ
■
一
）
。
ω
認
ー
o
o
N
9

　
こ
の
よ
う
な
新
時
代
の
ス
タ
ー
ト
の
激
動
の
中
で
、
一
六
九
二
年
に
、
・
ッ
ク
の
最
初
の
経
濟
論
文
ω
o
旨
Φ
8
塁
峯
霞
暮
す
一
の
…
．
．

（
拙
稿
五
五
ぺ
ー
ジ
に
示
し
た
第
一
論
文
）
が
稜
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ウ
イ
ッ
グ
窯
の
若
手
の
中
心
人
物
サ
マ
ズ
卿
い
o
益
甘
ぼ
一
の
o
目
Φ
諺

ま
蟄
ー
嵩
ま
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
論
文
は
全
く
主
題
を
こ
と
に
し
た
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
そ
の
後
牟
の
部
分
が
こ
こ
で
の

封
象
と
な
る
。
そ
の
部
分
に
は
と
く
に
『
わ
が
鋳
貨
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
』
R
窮
芭
畠
o
霞
0
9
昌
。
と
い
う
標
題
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
論
文
は
、
サ
マ
ズ
卿
へ
の
獄
餅
（
一
六
九
一
年
二
月
七
日
付
け
）
に
よ
れ
ば
、
『
十
二
ヵ
月
以
上
も
前
に
』
に
執
筆
さ
れ
た
（
三

ぺ
ー
ジ
）
。
と
い
え
ば
そ
れ
は
、
一
六
九
〇
年
秋
に
當
る
。
ど
の
よ
う
な
歌
況
に
あ
た
つ
て
、
か
れ
は
こ
の
論
文
を
書
き
し
る
す
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く
當
時
の
貨
幣
の
歌
態
に
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
オ
ウ
マ
ン
9
遮
奮
○
旨
巷
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
三
年
、
ブ
リ
ス
ト
ル
閃
ユ
馨
〇
一
の
醤
視
關
で
互



額
の
退
藏
銀
が
堀
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
番
新
し
い
銀
貨
の
日
付
け
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
銀
貨
は
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
が

ト
ー
ベ
イ
に
上
陸
し
進
軍
し
た
と
き
逃
げ
出
し
た
一
官
吏
が
隠
し
た
も
め
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
實
で
あ
る
。
か
れ
は
そ
ん
な
大
き
な
量

の
銀
を
持
ち
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
金
貨
を
持
つ
て
逃
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
番
　
○
目
曽
戸
や
ω
ω
Q
o
－
P

　
そ
れ
ら
の
銀
貨
の
内
鐸
を
オ
ウ
マ
ン
の
詮
明
に
し
た
が
つ
て
表
示
し
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
国
山
宅
跨
自
く
目
（
譜
欝
一
ω
ミ
ー
器
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
皇
圖

　
　
b
臣
一
首
国
β
幽
冒
舘
｝
（
一
鴇
い
1
頓
o
o
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
℃

　
　
田
笹
p
げ
①
爵
（
一
鴇
o
。
1
ま
O
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
o
o
℃
℃

　
　
一
筥
日
o
の
目
（
一
α
8
－
N
U
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
『
o
o

　
　
O
『
P
二
〇
〇
〇
H
（
一
ひ
O
軌
ー
轟
O
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
ω
ひ
轟

・
き
三
誌
鹸
賭
帥
．
↓
Φ
山
　
　
　
輔

　
　
旨
費
旨
霧
昌
（
ま
o
o
U
－
o
o
o
o
）
　
e
筥
o
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇

　
　
　
　
を

　
　
却
e
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
轟

　
　
迷
晒
　
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怠
N
α
圃

　
＊
　
こ
の
一
〇
四
個
に
つ
い
て
は
オ
ウ
マ
ン
は
論
明
し
て
い
な
い
。
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
市
民
戦
争
9
0
Ω
三
一
≦
彗
と
共
和
國
3
Φ
O
o
目
－

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
。
ロ
ッ
ク
の
貨
敵
用
論
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
漁
學
研
究
　
1
　
　
　
　
　
　
…
　
，
．
．
　
，
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

　
　
葦
9
一
巧
塁
匡
一
の
時
期
ま
鳶
ー
8
が
歓
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
そ
の
こ
ろ
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
o

　
こ
れ
ら
古
い
通
貨
の
う
ち
五
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は
創
損
o
一
首
牲
轟
を
受
け
、
ほ
と
ん
ど
牟
分
に
近
い
二
四
四
六
個
は
造
幣
刻
印
も
消
え

て
し
ま
つ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
損
傷
に
よ
る
璽
量
の
喪
失
は
激
し
く
、
そ
れ
は
銀
の
三
分
の
一
を
取
り
去
さ
つ
て
し
ま
つ
て
い

た
。
以
上
の
よ
う
な
歌
況
は
偶
然
稜
見
せ
ら
れ
た
少
数
の
例
の
中
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
當
時
の
状
況
一
般
を
示
し

て
い
る
と
し
て
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
凸
口
田
時
流
通
の
鋳
貨
は
非
常
に
古
い
時
代
の
も
の
ま
で
も
含
ん
で
お
り
、
前
世
紀
イ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
の
銀
貨
も
多
く
流
通
し
て

い
た
こ
と
は
、
さ
き
の
表
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
磨
滅
損
粍
に
よ
つ
て
輕
量
と
な
つ
て
し
ま
つ
て
い
た
こ
と
は
當
然
な
が

ら
、
か
て
て
加
え
て
は
げ
し
い
削
損
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
醤
貨
幣
び
舘
昌
ま
お
山
目
9
建
は
、
鋳
造
技
術
幼
稚
の
た
め
、

量
目
は
均
嚇
で
な
く
、
縁
刻
み
（
い
わ
ゆ
る
ギ
ザ
ギ
ザ
）
も
な
い
た
め
、
た
や
す
く
割
損
さ
れ
、
次
第
に
粗
悪
化
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

さ
き
の
退
藏
銀
貨
に
つ
い
て
も
オ
ウ
マ
ン
は
そ
の
量
目
の
三
分
の
一
が
取
り
去
ら
れ
て
し
ま
つ
て
い
た
と
の
べ
て
い
る
。

　
＊
　
奮
貨
幣
一
5
目
B
震
a
ヨ
9
昌
と
そ
の
甚
し
い
削
損
の
歌
況
に
つ
い
て
多
く
の
読
明
が
あ
る
。
U
o
（
昌
8
の
二
y
器
一
ー
ρ
誓
ぼ
昆
鼻
あ
■
嵩
ー
o
o
，

　
　
鬼
頭
、
　
一
九
二
ー
三
べ
ー
ジ
。
山
下
、
六
五
ー
六
ぺ
ー
ジ
。

一
六
九
五
年
に
お
け
る
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、

一
〇
〇
先
爬
電
e
鼎
　
　
韓
搭
陣
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
O
N
レ
　
α
乏
け
■
槻
伊

　
　
　
高
O
治
　
　
　
　
一
㎝
轟
o
o
ω
　
日
ひ
　
一
ひ

　
　
　
刈
轟
　
　
　
　
　
　
N
Q
c
α
“
軌
　
　
一
　
N
O

ラ
ウ
ン
ズ
白
一
臣
騨
ヨ
ピ
o
毛
剛
凶
9
ま
鵠
ー
嵩
撃
は
次
の
よ
う
に
報
吉
し
て
い
る
。

》
聲
薄
誉
㊦
煕
o
麟
皿
　
　
　
ヲ
初
ゆ

　
　
c
N
■
　
q
≦
げ
の
き
　
　
　
　
c
N
、
　
α
毛
壁
瞬
戸

　
　
G
O
O
℃
㎝
　
　
頓
　
　
㎝
　
　
　
　
　
刈
Q
Q
Q
㏄
　
一
一
　
一
ひ

　
一
＃
い
回
い
　
　
軌
　
　
O
　
　
　
　
一
斜
N
圃
一
　
一
ひ
　
　
恥



寓
い

一
N
O

一
〇
顛

一
〇
〇

軌
一
鼻
Q
Q
ω
　
一
鼻
　
N
い

轟
α
轟
U
一
　
一
〇
　
　
〇

“
O
ひ
ホ
　
　
一
　
ひ

い
G
Q
刈
O
ゆ
　
　
ド
一
　
　
一
〇

讐
い
訪
　
　
O
　
O

N
ω
“
℃
ひ
　
　
一
頓
　
　
O

N
O
o
Q
℃
℃
　
　
一
頓
　
　
O

一
℃
軌
㏄
o
o
　
顛
　
　
O

D
轟
一
ひ
頓
　
一
“
　
　
の

N
N
℃
頓
鼻
　
　
］
［
ω
　
　
〇

一
℃
刈
斜
軌
　
　
ひ
　
　
α

一
℃
】
■
N
一
　
　
ひ
　
　
一
ひ

　
　
讃
咽
型
　
　
鴇
⑩
　
　
　
　
N
b
o
一
占
㏄
　
一
ひ
　
O
o
o
　
　
　
一
雛
N
V
一
　
軌
　
〇
　
　
　
一
〇
N
α
ミ
　
一
一
　
〇
〇
〇

　
　
翌
芯
　
　
　
　
　
　
　
ω
o
。
『
o
一
8
　
　
　
　
這
o
。
一
〇
。
o
o
ト
　
　
　
一
〇
。
o
。
o
い
N
一
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
段
o

　
　
　
右
の
表
に
よ
れ
ば
、
量
目
の
不
足
は
ほ
亡
ん
ど
牛
分
に
近
い
ζ
止
が
知
ら
れ
る
。
U
o
毛
口
α
o
ω
二
）
■
N
曽
ー
ト
o
田
る
総
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
と
同
時
に
儒
造
8
諏
暮
醇
凌
爵
夷
が
行
わ
れ
た
。
儒
造
は
安
易
に
行
わ
れ
、
ま
た
外
國
か
ら
多
量
に
入
つ
て
き
た
ら
し
い
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
幣
害
除
去
の
た
め
、
し
ば
し
ば
禁
止
法
令
が
施
行
さ
れ
た
が
、
敷
果
は
な
か
つ
た
。

　
＊
　
U
o
毛
心
q
o
ω
。
マ
器
9
山
下
、
六
六
ぺ
ー
ジ
。
鬼
頭
、
　
一
九
三
ぺ
ー
ジ
。

　
＊
＊
　
勾
o
節
く
①
帥
同
網
p
昇
唱
。
一
一
一
■

　
そ
こ
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
ニ
世
の
時
代
に
入
つ
て
こ
の
歌
態
改
善
の
た
め
に
新
し
い
鋳
造
技
術
が
導
入
さ
れ
、
一
六
六
二
年
末
か
ら
、
冒
苧

一
区
ヨ
9
薯
と
呼
ば
れ
る
新
銀
貨
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
銀
貨
は
機
械
で
鋳
造
さ
れ
、
縁
刻
み
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
、
削
損
．
攣
造
は
困
難
で
あ
り
ま
た
少
し
で
も
損
少
さ
れ
れ
ば
流
通
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
な
通
貨
の
粗
悪
化

し
た
欣
況
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
量
目
完
全
な
新
銀
貨
が
投
入
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
流
通
し
、
悪
貨
を
駆
逐
し
う
べ
く
も
な

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
ロ
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
紐
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

い
c
當
然
な
が
ら
・
こ
れ
ら
の
新
銀
貨
冒
三
魯
菖
8
2
は
、
・
ン
ド
ン
塔
浮
○
↓
o
毛
9
の
造
幣
所
を
出
る
や
い
な
や
、
何
人
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
中
に
入
り
、
退
藏
さ
れ
る
か
、
溶
解
さ
れ
て
し
ま
い
、
流
通
揚
裡
に
あ
ら
わ
れ
て
は
こ
な
か
つ
た
。
さ
き
に
の
べ
た
ブ
リ
ス
ト
ル
の
退

藏
銀
の
う
ち
・
チ
ャ
ル
三
蒔
代
ニ
ハ
六
一
二
年
以
降
の
宍
四
個
奮
び
ジ
ェ
ニ
ズ
ニ
葺
代
の
宅
個
、
計
天
福
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。

旨
旨
巴
日
8
亀
に
當
る
。
そ
れ
は
全
髄
五
二
六
七
個
の
う
ち
わ
ず
か
に
三
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
す
ぎ
な
ヤ

　
＊
　
・
ッ
ク
は
げ
磐
目
ヨ
震
区
巨
8
亀
と
旨
三
呂
旨
o
ロ
畠
と
を
比
較
考
量
し
、
前
者
に
つ
い
て
量
目
の
不
齋
一
、
備
造
の
容
易
，
な
こ
と
、
ギ
ザ
ギ

　
　
ザ
の
な
い
こ
と
等
を
指
摘
し
、
後
者
こ
そ
が
『
た
し
か
に
公
衆
に
と
つ
て
最
良
の
も
の
で
あ
る
』
と
し
て
い
る
。
（
九
一
i
二
ぺ
ー
ジ
）
ピ
o
ノ
、
・
β
山
。
．
，

　
　
マ
8
ド
山
下
、
六
六
べ
ー
ジ
、
鬼
頭
一
九
三
－
四
べ
ー
ジ
。

　
＊
＊
　
　
男
Φ
粋
く
O
騨
円
矯
O
陣
昌
　
℃
。
一
一
N
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
當
時
、
ギ
ニ
9
旨
一
霧
そ
の
他
の
金
貨
が
行
わ
れ
て
い
た
。
金
銀
比
率
に
つ
い
て
は
次
に
の
べ
よ
う
。

　
＊
　
　
国
O
騨
＜
O
P
肘
唄
O
騨
艮
尉
）
’
Q
O
O
－
O
O
，

　
さ
て
以
上
の
如
き
鋳
貨
流
通
の
歌
況
は
、
當
然
に
銀
地
金
の
慣
格
お
よ
び
鋳
費
慣
格
に
攣
化
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
ヴ
イ
ァ
イ
ァ

は
こ
の
間
の
攣
化
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
勢
『
銀
の
市
揚
償
格
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
の
後
牟
年
か
ら
お
よ
そ
一
六
九
四
年
の
牛
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

に
い
た
る
全
期
聞
に
、
一
オ
ン
ス
に
つ
き
五
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
か
ら
五
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
に
攣
動
し
た
よ
う
で
あ
る
』
と
。
他
方
鋳

造
慣
格
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
。
そ
れ
は
一
六
〇
一
ー
四
年
に
は
五
シ
リ
ン
グ
、
一
六
〇
四
1
，
二
六
年
に
は
四
シ
リ
ン
グ
一
一
ペ
ン
ス

牟
、
一
六
二
六
－
六
六
年
に
は
再
び
五
シ
リ
ン
グ
と
さ
れ
、
自
由
鋳
造
制
を
定
め
た
一
六
六
六
年
の
法
令
は
鋳
造
費
を
塵
す
る
と
と
も

に
五
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
に
引
き
上
げ
た
。
以
後
、
一
般
的
に
い
つ
て
、
銀
の
市
揚
偵
格
の
方
が
そ
の
鋳
造
債
絡
よ
り
ほ
ん
の
少
し
山
。
同
く
、



だ
か
ら
貨
幣
は
金
属
そ
の
も
の
に
換
算
し
て
み
れ
ば
ほ
ん
の
少
し
減
便
さ
れ
て
い
た
諜
で
あ
つ
た
。
し
か
し
當
時
は
貿
易
バ
ラ
ン
ス
は
順

で
地
金
の
債
椿
を
錨
造
慣
格
に
ま
で
低
下
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
期
で
あ
り
、
相
當
量
の
金
驕
が
造
幣
局
に
も
た
ら
さ
れ
、
多
額
の
錨
造
が

　
　
　
ホ
　

行
わ
れ
た
。
一
六
六
六
年
の
法
令
は
鋳
造
を
促
進
し
、
そ
れ
は
一
六
七
二
年
に
改
新
さ
れ
た
。

　
＊
　
閃
o
ゆ
く
Φ
勢
㎏
》
O
艶
H
。
や
一
〇
〇
1
一
一
〇
．
．

　
＊
＊
　
。
ッ
ク
は
そ
の
論
丈
中
で
市
揚
債
格
が
當
時
五
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
＊
＊
＊
　
・
ッ
ク
、
二
五
ぺ
ー
ジ
。
悶
。
零
畠
昌
雷
H
も
」
β

　
さ
て
金
銀
の
比
率
は
ど
う
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
金
貨
ギ
晶
の
鍵
造
慣
絡
は
二
〇
シ
リ
ン
グ
で
あ
つ
た
が
、
實
際
に
は
常
に
そ
れ
以
上
に

穫
蕊
て
熟
．
蓋
碧
ニ
ハ
奎
隻
浬
は
三
シ
リ
ン
グ
四
づ
ス
、
ニ
ハ
六
七
年
四
提
は
三
シ
リ
ン
グ
δ
ペ
ン
ス
、

そ
れ
か
ら
一
六
七
〇
年
四
月
に
は
二
一
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
に
下
り
、
同
年
再
び
二
一
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
お
よ
び
六
ペ
ン
ス
に
の
ぼ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
以
後
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
治
世
の
初
年
に
い
た
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
二
一
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
ま
ま
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
時
に
い
た
り

再
び
一
ニ
シ
リ
ン
グ
一
〇
ペ
ン
ス
に
上
つ
た
ρ
以
上
の
経
過
を
見
る
に
、
ギ
、
【
金
貨
の
攣
動
は
一
ニ
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
な
い
し
一
〇
ペ

ン
ス
の
間
に
あ
り
、
鋳
造
慣
格
は
常
に
そ
れ
以
下
の
二
〇
シ
リ
ン
グ
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
愛
動
は
さ
き
に
見
た
銀
の
市
揚
債
絡
の
攣
動

と
く
ら
べ
て
み
て
も
、
同
じ
よ
う
に
思
つ
た
程
大
き
く
は
な
い
。

　
＊
　
悶
0
9
0
〈
Φ
跨
巳
矯
O
騨
磐
℃
■
一
一
〇
1
一
一
ド

　
＊
＊
　
・
ッ
ク
は
そ
の
論
丈
の
中
で
當
時
金
貨
一
ギ
ニ
は
二
一
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
と
し
て
流
通
し
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
（
九
八
べ
ー
ジ
）
。

　
當
時
の
通
貨
の
大
部
分
が
銀
お
よ
び
金
の
鋳
貨
か
ら
な
つ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ぱ
、
こ
れ
程
の
割
損
・
儒
造
．
退
藏
を
受
け
れ
ば
當
然

　
　
　
　
　
ジ
・
ン
・
呈
ク
甕
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
全



　
　
　
　
　
｛
梼
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六

そ
の
市
揚
償
格
の
非
常
な
騰
貴
が
豫
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
そ
の
騰
貴
と
愛
動
は
前
述
の
如
く
銀
に
し
て
ニ
ペ
ン
ス
内
外
、
金

に
つ
い
て
は
八
ペ
ン
ス
に
及
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ヴ
ィ
ア
イ
ァ
は
こ
の
間
の
喜
情
を
次
の
よ
う
に
解
い
て
い

る
。
『
削
損
貨
幣
は
こ
の
時
期
の
大
部
分
を
通
じ
て
2
七
世
紀
始
め
か
ら
一
六
九
三
年
こ
ろ
ま
で
〕
ほ
と
ん
ど
不
便
を
生
ぜ
し
め
な
か
つ

た
。
創
り
取
り
に
常
に
つ
き
も
の
の
偏
造
は
流
通
に
封
し
て
貨
幣
量
を
付
け
加
え
る
に
役
立
つ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
量
は
交
易
の
檜
大
し

つ
つ
あ
る
需
要
に
見
合
う
た
め
に
必
要
で
あ
つ
た
、
な
ぜ
な
ら
縁
刻
貨
幣
は
流
通
内
に
と
ど
ま
ろ
う
と
は
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
貨

幣
の
慣
値
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
下
落
し
な
か
つ
た
。
攣
動
は
ギ
ニ
の
債
格
の
攣
化
で
測
つ
．
て
み
る
と
二
一
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
か
ら
一
ニ

シ
リ
ン
グ
一
〇
ペ
ン
ス
ヘ
と
い
う
程
の
大
い
さ
で
あ
つ
て
ほ
と
ん
ど
害
を
與
え
え
な
か
つ
た
。
ペ
ピ
ス
男
8
誘
が
言
つ
た
よ
う
に
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
間
に
は
創
り
取
り
人
と
儒
造
者
は
「
何
人
に
封
し
て
も
ほ
と
ん
ど
害
を
與
え
」
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
』
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
を
通

じ
て
嚢
展
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
封
外
貿
易
お
よ
び
新
興
の
商
工
業
か
ら
の
貨
幣
の
需
要
は
急
速
に
竣
日
大
し
、
貨
幣
不
足
の
う
つ
た
え
は

一
般
的
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
情
が
當
然
生
ず
べ
き
錨
貨
の
下
落
を
わ
ず
か
の
程
度
に
ひ
き
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
こ
の
よ
う
な
謹
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
諸
王
は
ぐ
づ
ぐ
づ
し
て
い
た
し
、
コ
ッ
テ
ィ
ン
ト
ン
條
約
0
9
け
ぎ
鷺
9
⇒
9
昌
そ
れ
か
ら
機
械
の
導
入
と
鋳
造
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

腰
止
最
後
に
削
り
取
り
人
と
儒
造
者
の
庭
罰
と
い
う
こ
と
が
問
題
を
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
と
萬
一
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
』

　
そ
れ
ゆ
え
、
全
禮
的
な
改
鋳
に
よ
つ
て
こ
の
悪
欺
況
を
拾
牧
し
よ
う
と
す
る
方
向
は
な
か
な
か
う
ち
出
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。

　
＊
　
男
c
麟
＜
o
巴
．
矯
o
”
戸
一
）
．
一
一
目
ー
一
一
N
■

　
＊
＊
　
一
六
三
〇
年
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
一
世
の
大
使
サ
ー
D
フ
ラ
ン
シ
ス
・
コ
ッ
テ
ィ
ン
ト
ン
O
o
マ
問
見
巴
ざ
ザ
0
9
二
目
讐
2
一
と
ス
ペ
イ
ン
9
邑
ε
と

　
　
の
間
に
結
ば
れ
た
協
約
。
こ
れ
に
よ
リ
ス
ペ
イ
ン
の
銀
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
蓮
び
込
ま
れ
、
　
一
六
三
〇
ー
四
〇
年
に
や
く
七
・
八
百
萬
ポ
ン
ド
の
良



銀
貨
が
鋳
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
と
い
わ
れ
る
2
～
婁
．
・
鷲
庭
箪

＊
＊
＊
　
＝
）
＝
’
一
）
■
＝
N
ひ

唱
■
G
Q
N
l
ρ
O
N
1
9

三

　
そ
し
て
問
題
の
焦
貼
は
當
時
の
最
も
重
要
な
諸
黙
、
つ
ま
り
封
フ
ラ
ン
ス
職
雫
、
封
外
貿
易
に
關
蓮
し
て
登
揚
し
た
。
す
な
わ
ち
銀
の

流
出
で
あ
り
、
そ
の
た
め
銀
地
金
に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
け
ら
れ
、
縁
刻
貨
幣
旨
ま
区
目
目
2
お
よ
び
銀
器
の
錨
つ
ぶ
し
が
促
進
せ
ら

れ
た
の
で
あ
つ
た
。
問
題
は
こ
の
よ
う
な
姿
を
と
つ
て
は
や
く
も
名
春
革
命
後
の
議
會
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
次
に
そ
の

経
過
を
た
ど
ゆ
な
が
ら
、
種
汝
の
立
揚
か
ら
な
さ
れ
た
問
題
把
握
の
仕
方
、
そ
の
勤
策
の
案
出
に
つ
い
て
學
ん
で
ゆ
こ
う
。
．
｝
の
歌
況
に

つ
い
て
私
は
主
と
し
て
因
β
血
ぎ
㌍
戸
目
y
い
ま
ト
o
o
’
に
よ
つ
た
。

　
ま
ず
議
會
は
早
く
も
一
六
八
九
年
五
月
一
日
に
一
委
員
會
を
任
命
し
、
貨
幣
の
悪
欣
と
そ
の
封
策
を
議
せ
し
め
た
。
し
か
し
そ
の
報
告

は
見
出
さ
れ
な
い
。

　
ひ
き
つ
づ
い
て
一
六
九
〇
年
四
月
九
日
、
・
ン
ド
ン
市
内
お
よ
び
近
郊
の
金
匠
た
ち
讐
一
島
5
津
駐
が
、
請
願
書
を
下
院
に
提
出
し

た
。
こ
の
請
願
書
に
は
次
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
て
あ
る
。
前
年
＋
月
以
來
二
八
六
、
一
〇
ニ
オ
ン
ス
の
銀
地
金
お
よ
び
八
九
、
九
四
九
個
の

ド
ル
6
0
凝
房
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
・
ド
ル
貨
国
8
霧
9
田
瞬
窪
の
輪
出
が
税
關
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
東
イ
ン
ド
會
肚
匪
①

闘
塁
二
注
昼
O
o
日
宕
蔓
ば
か
り
で
な
く
、
様
汝
の
ユ
ダ
ヤ
人
お
よ
び
商
人
た
ち
＆
奉
巖
甘
墓
p
鼠
ピ
巽
9
雲
宏
が
こ
の
た
め
銀

の
大
量
を
買
上
げ
、
一
オ
ン
ス
に
つ
き
一
ペ
ン
ス
牛
を
そ
の
債
値
以
上
に
與
え
て
い
る
。
か
く
し
て
多
く
の
板
金
お
よ
び
縁
刻
貨
幣
の
鋳

　
　
　
　
　
ジ
．
ン
．
旦
ク
の
貨
警
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
士



　
　
　
　
　
一
奨
學
夏
舞
馨
詳
究
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
八

っ
ぶ
し
を
促
進
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
年
年
間
、
請
願
者
（
金
匠
）
が
そ
の
螢
業
上
で
行
う
鋳
貨
ば
か
り
か
、
造
幣
局
自
身
で
す

ら
鋳
貨
が
停
止
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
請
願
者
は
議
會
の
考
慮
を
乞
う
、
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。

　
．
｝
の
請
願
は
委
員
會
に
付
託
さ
れ
、
同
委
員
會
は
五
月
八
日
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、
税
關
か
ら
の
謹
明
に
よ
つ
て
多
量

の
銀
が
輸
出
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
八
分
の
七
は
、
自
分
の
利
釜
の
た
め
な
ら
何
で
も
や
つ
て
の
け
よ
う
と
い
う
ユ
ダ
ヤ

人
た
ち
に
よ
つ
て
積
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
き
の
請
願
書
の
中
に
示
さ
れ
た
輸
出
者
と
し
て
の
東
イ
ン
ド
會
肚
は
、
こ
の
委
員
會

報
告
中
に
あ
ら
わ
れ
て
．
｝
な
い
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。
報
告
は
さ
ら
に
、
輸
出
の
原
因
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
國
王
が

自
ら
の
國
庫
に
銀
を
あ
つ
め
る
た
め
に
、
鋳
貨
の
名
目
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
を
行
つ
た
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
・
そ
れ
ゆ
え
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
は
日
六
多
量
の
銀
を
輸
出
し
て
い
る
。
か
く
し
て
銀
は
稀
少
、
高
便
と
な
り
、
螢
業
中
の
金
匠
た
ち
の
完
全
な
破
滅
と
な
つ

た
の
で
あ
る
、
と
。

　
銀
の
輸
出
は
そ
の
後
も
ひ
痔
、
績
き
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
當
然
銀
地
金
の
慣
格
を
高
め
た
。
造
幣
局

で
の
鋳
濫
葎
芽
ζ
5
き
五
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
毛
あ
る
の
に
、
輸
出
に
際
し
て
竺
す
ス
吾
多
グ
三
ペ
ン
季
工
買

ら
れ
た
。
、
』
の
．
㌧
と
が
鋳
つ
ぶ
し
及
び
外
國
銀
と
い
う
名
目
で
の
輸
出
を
ひ
き
起
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
歌
況
把
握
に
立
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
の
銀
流
出
防
止
策
が
提
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
、
全
面
的
禁
止
、
二
、
一
定
期
問
の
條
件
付
き
禁
止
・
あ
る
い
は
銀
輸
出

に
封
す
る
課
視
、
三
、
わ
が
國
自
ら
の
貨
幣
の
引
き
上
げ
。

　
委
員
會
は
茅
』
れ
ら
の
う
ち
一
方
法
に
意
見
の
一
致
を
見
ず
、
議
會
の
配
慮
に
委
ね
た
。
議
會
は
、
そ
の
報
告
を
同
委
員
會
に
再
付
託
し
、

委
員
會
は
議
會
に
提
出
さ
れ
る
法
案
を
準
備
す
べ
し
、
と
決
定
し
た
。
そ
れ
に
從
つ
て
一
法
案
が
五
月
一
九
日
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第



，

談
婁
彊
し
・
笙
馨
異
の
暴
議
が
行
髭
ゑ
し
と
命
ぜ
ら
発
．
し
か
し
二
是
髭
る
ま
で
こ
の
桑
義
奪

放
置
せ
ら
れ
て
お
り
二
旦
吉
に
馨
て
下
院
を
彊
し
た
．
そ
の
法
令
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
金
銀
の
驚
奮
奎
國
の
饗
の

鐘
哲
籔
す
疾
令
と
あ
る
．
し
か
と
窪
曾
、
上
院
で
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
つ
た
ら
し
い
．
ラ
デ
ィ
ン
グ
は
ど
の
法
令
集
に

も
そ
れ
が
見
當
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
名
巻
革
命
直
後
一
六
八
九
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
、
議
會
内
に
お
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
議

論
は
、
粗
悪
な
通
貨
や
創
損
に
は
直
接
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
縁
刻
貨
幣
や
銀
器
の
鋳
つ
ぶ
し
お
よ
び
銀
流
出
と
い
う
封
外
的
部
面
に
鰯
れ
た

も
の
で
あ
つ
た
。
請
願
者
た
る
金
匠
が
ど
の
よ
う
な
利
害
に
立
つ
て
い
た
の
か
は
請
願
の
内
容
か
ら
は
明
確
に
し
え
な
い
。
肺
回
田
時
の
金
匠

は
一
般
に
貨
幣
金
融
の
部
面
で
強
力
な
カ
を
も
ち
高
利
貸
資
本
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
フ
ィ
ヴ
ィ
ア
イ
ァ
は
縁
刻
銀
貨
の
鎗
つ
ぶ
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
匠
た
ち
の
手
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
金
匠
の
一
般
的
な
立
揚
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
性
格
の
み
を
も
つ
て
一
様
に
金
匠
の
活
動
を
把
握
す
る
と
、
．
）
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ロ

ン
ド
ン
金
匠
た
ち
の
請
願
の
意
味
を
理
解
し
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
一
七
世
紀
を
通
じ
て
新
し
い
商
工
業
活
動
の
襲
達
と

と
も
贋
金
匠
た
ち
の
中
に
は
こ
れ
に
慮
じ
て
近
代
的
信
用
の
活
動
を
次
第
に
行
つ
て
く
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
三
世
政
麻
に
勤
す
る
財
政
資
金
の
源
泉
の
一
つ
と
な
つ
て
い
た
も
の
も
あ
つ
た
。
つ
ま
り
金
匠
た
ち
の
中
に
は
新
し
い
経
濟
的
利
害
に

　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

立
ち
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
く
れ
ば
、
右
の
請
願
者
ロ
ン
ド
ン
金
匠
た
ち
が
そ

の
中
で
濁
占
會
肚
と
し
て
の
東
イ
ン
ド
會
肚
や
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
鋤
し
て
批
到
的
で
あ
つ
た
と
い
う
意
味
が
理
解
し
う

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
ジ
コ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
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一
九
〇

＊
　
　
男
O
卑
く
G
思
．
k
O
箇
ン
一
y
一
一
ト
⊇
、

＊
＊
　
長
谷
田
、
二
六
五
．
ご
七
一
．
二
七
三
・
二
七
七
－
八
ぺ
ー
ジ
。
大
塚
久
雄
『
信
用
關
係
の
展
開
』
　
一
四
五
ぺ
ー
ジ
。
し
か
し
全
髄
と
し
て
の

　
金
匠
の
活
動
が
高
利
貸
弩
本
と
し
て
の
性
格
を
深
く
持
ち
、
こ
れ
に
封
立
す
る
産
業
資
本
暦
の
要
求
は
一
六
九
四
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
9
㏄

】W

犀
9
田
一
笹
讐
含
の
設
立
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
金
匠
に
封
す
る
決
定
的
な
打
撃
で
あ
つ
た
。

　
．
）
れ
に
鋤
し
て
講
願
を
受
け
と
つ
た
議
會
の
委
員
會
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
六
九
〇
年
一
月
成
立
の
新
議
會

は
ト
、
，
リ
派
が
多
激
を
占
め
て
い
た
。
委
員
會
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
意
見
に
支
配
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
委
員
會
の
議
論
の
中
に
は
東

イ
ン
ド
會
肚
に
封
す
る
批
到
は
見
出
さ
れ
な
く
な
つ
て
お
り
、
銀
喩
出
の
責
は
專
ら
ユ
ダ
ヤ
人
に
蹄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
猫
占
會
肚

に
封
す
る
批
到
と
鼎
護
の
論
事
の
中
で
の
濁
占
會
肚
と
ト
ー
リ
派
の
人
凌
と
の
結
び
付
き
を
考
慮
し
な
が
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
う
㍗
さ

涛
、
に
學
ん
だ
よ
う
に
茅
」
の
議
會
に
お
け
る
諸
講
論
の
中
で
は
十
分
に
把
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ラ
デ
ィ
ン
グ
の
読
明
は
・
ン
ド
ン
金
匠

に
つ
い
て
も
ま
た
こ
の
東
イ
ン
ド
會
肚
に
つ
い
て
も
論
明
が
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
今
こ
れ
ら
の
把
握
を
さ
ら
に
す
す
め
て
行
う
こ
と
は

私
の
力
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
今
後
の
勉
強
に
よ
り
さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。

　
＊
　
張
、
六
四
ー
七
四
ぺ
ー
ジ
。
大
塚
『
肚
會
的
基
盤
』
一
〇
二
一
〇
二
；
π
ー
ジ
。

　
さ
て
右
の
委
員
會
は
、
銀
流
出
の
原
因
に
つ
い
て
の
べ
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
王
の
鋳
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
フ
ラ
ン
ス
王
は
、
最
近
、
自
國
の
貨
幣
が
非
常
に
少
く
な
つ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
鋳
貨
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
銀
を
〔
フ
ラ
ン
ス
ヘ
〕
途
つ
て
そ
の
國
庫
を
満
た
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
一
奨
働
策
で
あ
つ
た
。
』
と
詮
明
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
引
キ
、
上
げ
策
が
ど
ん
な
経
路
に
よ
つ
て
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
銀
の
流
入
を
ひ
き
起
し
た
の
で
あ
る
か
、
今
の
私
に
は
朋
ら
か
に
し
え
な
い
。



い
ず
れ
に
せ
よ
、
當
時
鋤
フ
ラ
ン
ス
職
雫
の
さ
中
に
あ
つ
て
は
、
銀
流
出
の
原
因
を
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
名
目
の
引
き
上
げ
に
蹄
す
る
こ

と
は
安
易
な
考
察
を
も
つ
て
足
り
た
で
あ
ろ
う
し
、
イ
ツ
グ
ラ
ン
ド
も
ま
た
銀
鋳
貨
償
絡
の
引
き
上
げ
に
よ
つ
て
そ
の
流
出
を
防
止
し
、

か
え
つ
て
流
入
を
計
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
結
論
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
政
策
が
當
時
の
貨
幣
の
困
難
な
状
況
を

救
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
＊
　
男
目
島
ロ
酋
目
。
や
ω
ま
，

　
ち
よ
う
ど
一
六
九
〇
年
議
會
で
右
の
よ
う
な
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
た
そ
の
年
の
秋
、
・
ッ
ク
の
『
わ
が
鋳
貨
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
』
と
い
う
論
文
が
執
筆
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
か
れ
は
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
鋳
貨
名
目
の
引
き
上
げ
に
ふ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
さ
き
の
委
員
會
の
詮
明
と
や
や
異
る
（
八
五
ぺ
ー
ジ
）
。
　
・
ッ
ク
に
よ
れ
ぱ
、
フ
ラ
ン
ス
王
は
四
ソ
ル
貨
鼻
の
o
房
口
¢
8
を

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
今
ま
で
そ
の
二
〇
個
を
も
つ
て
一
フ
ラ
ン
ス
・
ク
ラ
ウ
ン
騨
宰
窪
畠
R
9
毒
と
し
て
い
た
の
に
今
後
は

そ
の
一
五
個
を
も
つ
て
一
フ
ラ
ン
ス
・
ク
ラ
ウ
ン
と
定
め
た
。
こ
の
引
き
上
げ
は
當
然
四
ソ
ル
貨
の
輸
入
を
も
た
ら
す
。
フ
ラ
ン
ス
王
は

こ
れ
を
恐
れ
そ
の
流
通
を
内
國
地
方
に
限
り
海
港
市
で
の
流
通
を
禁
じ
た
。
し
か
し
こ
の
注
意
も
無
敷
で
四
ソ
ル
貨
は
な
お
輸
入
遷
れ
そ

の
國
に
大
老
な
損
失
を
も
た
ら
し
結
局
フ
ラ
ン
ス
王
は
そ
の
名
目
を
『
そ
の
内
在
的
便
値
に
近
い
よ
う
に
』
引
き
下
げ
ざ
る
を
え
な
く
な

つ
た
。
以
上
の
・
ッ
ク
の
読
明
は
あ
る
一
種
類
の
鋳
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
そ
れ
は
當
然
そ
の
輸
入
を
ひ
き
起
し
損
失
を
ま
ね

く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
後
に
ふ
れ
る
金
銀
比
便
の
攣
動
の
揚
合
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
揚
合
、
輪
入
者
の
立
揚

に
立
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
と
つ
て
は
、
流
出
し
た
銀
は
利
釜
を
と
も
な
つ
た
反
封
給
付
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
返
つ
て
く
る
は
ず
で

　
　
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ぱ
そ
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
銀
の
鋳
つ
ぶ
し
は
損
失
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
こ
の
フ

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
ロ
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
『
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一
九
ニ

ラ
ン
ス
の
例
に
な
ら
つ
て
銀
の
流
出
を
阻
止
し
流
入
を
は
か
る
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
鎗
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
を
行
う
べ
し
と

い
う
主
張
は
、
つ
ま
リ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
右
の
フ
ラ
ン
ス
の
立
揚
に
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
つ
て
何
ら
の
利
釜
と
も
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

に
・
ッ
ク
は
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

．
＊
　
山
下
、
七
四
べ
ー
ジ
o

　
さ
て
當
時
一
般
に
銀
の
錯
つ
ぶ
し
と
流
出
と
は
苦
情
の
た
ね
で
あ
つ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
（
八
九
。
へ
ー
ジ
）
。
　
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う

に
把
握
す
る
に
せ
よ
、
こ
の
掛
外
的
關
係
に
お
け
る
不
便
を
阻
止
す
る
た
め
に
主
張
さ
れ
た
勤
策
は
、
右
に
・
ッ
ク
が
詮
明
し
た
一
種
類

の
鋳
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
で
は
な
く
、
全
鋳
貨
の
名
目
を
そ
れ
ぞ
れ
比
例
的
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た

（
八
六
ぺ
ー
ジ
）
。
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
封
策
が
そ
の
目
的
を
達
し
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
に
…
封
し
て
、
否
と
答
え
る
。

そ
し
て
・
ッ
ク
の
否
定
は
深
く
か
れ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
國
富
檜
進
の
観
黙
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
鮎
に
つ
い
て

の
・
ッ
ク
の
思
考
を
ま
ず
學
ん
で
み
よ
う
。
・
ッ
ク
は
八
九
－
九
七
ぺ
ー
ジ
で
次
の
よ
う
に
詮
い
て
い
る
。

　
外
國
貿
易
が
入
超
と
な
つ
た
揚
合
に
は
わ
れ
わ
れ
は
封
外
債
務
を
負
い
そ
れ
が
わ
が
物
品
の
輸
出
に
よ
つ
て
支
沸
い
え
な
け
れ
ば
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
の
貨
幣
に
よ
つ
て
支
挑
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
現
在
鋳
造
費
が
一
租
視
に
よ
つ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
自
由
鋳
貨
制
の
も
と
で

は
、
正
規
重
量
の
貨
幣
（
縁
刻
貨
幣
）
は
必
要
に
感
じ
て
鋳
つ
ぶ
さ
れ
浬
び
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
九
〇
1
㎝
・
九
六
ぺ
ー
ジ
）
。
そ
の
揚
合
、

縁
刻
貨
幣
に
ど
の
よ
う
な
名
目
を
與
え
よ
う
と
も
、
同
じ
く
鋳
つ
ぶ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
商
品
を
買
入
れ
債
務
を
支
佛
う
の
は
銀
の
量
な

の
で
あ
つ
て
そ
の
上
に
お
か
れ
た
刻
印
や
名
稻
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
錘
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
に
よ
つ
て
ワ
ー
、
の
鑛
つ
ぶ
し
や
流
出

を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
、
と
（
九
七
・
一
〇
八
ぺ
ー
ジ
）
。
ロ
ッ
ク
は
こ
こ
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
封
ス
ペ
イ
ン
貿
易
の
出
超



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ホ

に
よ
つ
て
銀
を
得
、
そ
の
他
の
地
方
と
の
貿
易
に
よ
る
入
超
に
よ
り
銀
を
失
つ
て
い
る
こ
と
を
學
げ
て
い
る
（
九
〇
ぺ
ー
ジ
）
、

　
＊
　
ロ
ッ
ク
は
入
超
に
よ
る
封
外
債
務
支
佛
い
の
た
め
に
か
わ
せ
が
高
く
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
五
〇
1
二
ぺ
ー
ジ
）
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
鋳
貨

　
　
の
名
目
の
引
き
上
げ
の
主
張
の
根
壕
た
り
え
な
い
。
ロ
ッ
ク
は
そ
の
鮎
で
『
諸
意
見
』
誌
・
、
幻
Φ
ヨ
鶏
5
0
昌
帥
一
舜
℃
段
讐
く
Φ
目
首
ぢ
芸
Φ
一
〇
銭
望

　
　
9
ρ
、
、
を
批
剣
し
て
い
る
（
一
〇
八
ー
九
べ
ー
ジ
）
o

　
＊
＊
　
こ
こ
で
い
う
『
そ
の
他
の
地
方
』
に
つ
い
て
説
明
は
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
・
ッ
ク
は
す
で
に
利
子
に
關
す
る
論
文
の
中
で
は
フ
ラ
ン

　
　
ス
馨
移
品
輸
入
の
不
利
を
論
い
て
い
た
（
二
〇
ぺ
ー
ジ
）
o
さ
ら
に
他
の
個
所
で
は
東
イ
ン
ド
諸
島
浮
①
国
”
誇
一
昌
2
塁
　
お
よ
び
カ
ネ
ァ
リ
諸
島

　
　
旨
c
O
琶
舘
一
窪
や
ザ
ン
ト
島
導
o
N
巴
・
け
貿
易
の
入
超
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
（
一
〇
七
べ
ー
ジ
）
。
そ
し
て
こ
の
東
イ
ン
ド
諸
島
貿
易
に
よ
る
銀

　
　
の
流
出
が
『
再
び
利
釜
を
と
も
な
つ
て
わ
れ
わ
れ
に
支
沸
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
』
（
一
〇
七
ぺ
ー
ジ
）
と

　
　
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
イ
ン
ド
諸
島
貿
易
の
仲
綴
貿
易
に
よ
る
利
釜
を
認
め
て
い
る
が
、
・
ッ
ク
は
こ
の
仲
綴
貿
易
を
積
極
的
に
促
進

　
　
し
よ
う
と
圭
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
文
章
の
中
で
は
む
し
ろ
否
定
的
意
味
を
こ
め
て
い
る
よ
う
に
理
解
で
き
る
と
思
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
銀
流
入
の
原
因
を
交
易
の
入
超
に
蘇
せ
し
め
る
考
え
方
は
、
・
ッ
ク
の
國
富
檜
進
に
關
す
る
肚
會
経
濟
的
思
考
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

線
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
新
興
商
工
業
者
、
借
地
農
業
家
の
勤
勉
に
よ
る
産
業
の
獲
展
、
國
民
の
倹
約
に

よ
る
輸
入
清
費
品
の
節
約
、
そ
れ
に
よ
り
ま
た
そ
れ
を
一
そ
う
促
進
す
る
た
め
に
、
貿
易
差
額
を
順
な
ら
し
め
、
金
銀
を
獲
得
し
保
有
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
・
ッ
ク
の
思
考
の
骨
格
で
あ
り
、
ま
た
か
れ
の
積
極
的
主
張
の
根
底
で
あ
つ
た
。
ま
さ
に
右
の
基
本
線
に
立
つ
て
銀
流

出
の
根
因
を
貿
易
差
額
の
入
超
に
求
め
、
鋳
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
に
よ
つ
て
は
こ
の
事
態
を
改
善
し
え
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
＊
　
拙
稿
、
六
六
・
七
三
－
四
べ
ー
ジ
。

　
そ
れ
ゆ
え
こ
の
よ
う
な
思
考
か
ら
當
然
銀
流
出
の
阻
止
と
こ
れ
が
保
有
の
た
め
に
は
わ
が
交
易
全
髄
の
出
超
を
は
か
る
以
外
に
は
な
い

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
。
ロ
ソ
ク
の
貨
倣
用
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
撃
研
究
蕪
報
　
紹
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四

と
い
3
政
策
が
ぴ
き
出
さ
れ
る
（
一
五
二
ー
三
。
へ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
な
鋤
外
貿
易
政
策
の
主
張
は
一
六
九
六
年
再
編
制
さ
れ
た
『
通
商
産

業
委
員
會
』
O
O
日
日
一
の
巴
o
器
易
9
臼
醤
留
9
山
国
警
コ
蜜
氏
o
屋
と
し
に
結
實
し
、
・
ッ
ク
も
ま
た
そ
の
一
員
と
し
て
勤
勉
な
努
力
を
は

　
　
　

ら
つ
た
。
・
ッ
ク
の
思
考
の
有
す
る
意
味
は
祉
會
的
に
も
経
濟
的
に
も
、
深
く
前
進
的
で
あ
つ
た
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
，

　
＊
　
大
塚
、
『
祉
曾
的
基
盤
』
・
三
三
べ
ー
ジ
o
問
o
名
一
R
●
マ
8
ー
ε
●

四

　
さ
て
以
上
の
よ
う
に
し
て
・
ッ
ク
は
、
錨
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
が
そ
の
所
期
の
目
的
た
る
銀
の
鋳
つ
ぶ
し
と
流
出
の
阻
止
に
成
功
し

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
ら
ば
名
目
引
き
上
げ
と
い
ふ
政
策
に
反
饗
し
て
ど
の
よ
う
な
積
極
的
政
策
が
出
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
観
黙
を
國
内
の
献
況
に
う
つ
し
、
そ
れ
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
ッ
ク
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行
つ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
當
時
主
張
さ
れ
て
い
る
鋳
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
は
次
の
二
つ
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
、
と
・
ッ
ク
は
い

う
。
第
一
に
、
『
そ
れ
は
す
べ
て
の
債
権
者
9
0
象
8
参
か
ら
そ
の
債
椹
の
二
十
分
の
一
（
っ
ま
り
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
、
そ
し
て
す
べ
て
の

地
主
一
e
ム
δ
益
の
か
ら
そ
の
発
役
料
ρ
巳
け
－
お
暮
の
二
十
分
の
一
を
永
及
に
奪
い
去
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
す
べ
て
の
他
の
地
代
お
旨

に
お
い
て
は
、
か
れ
ら
の
以
前
の
契
約
が
達
す
る
限
り
、
そ
の
年
汝
の
所
得
か
ら
（
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
）
奪
い
去
る
で
あ
ろ
う
。
』
（
八
六
ぺ

ー
ジ
）
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
が
契
約
を
取
り
結
ぶ
と
き
に
は
、
同
じ
重
さ
同
じ
品
位
の
貨
幣
が
そ
の
契
約
満
期
に
は
受
け
取
り
う
る
も
の
と

い
う
信
頓
の
上
に
立
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
名
目
の
引
き
上
げ
は
だ
か
ら
営
然
受
け
取
る
べ
き
も
の
の
五
パ
喜
セ
ン
ト
を



■

奪
恥
取
る
こ
と
r
な
る
。
こ
の
こ
と
は
人
が
そ
の
新
し
い
だ
が
輕
い
鋳
貨
を
も
っ
て
市
揚
に
で
か
け
て
見
れ
ば
た
だ
ち
に
明
ら
が
と
な

る
。
今
ま
で
一
九
シ
リ
ン
グ
で
買
い
え
た
物
品
は
今
や
二
〇
シ
リ
ン
グ
出
さ
ね
ば
買
い
莫
な
い
の
で
あ
る
（
八
六
1
七
ぺ
ー
ジ
）
。
『
諸
物
の

債
格
は
つ
ね
に
そ
れ
と
交
換
に
與
え
ら
れ
る
銀
の
量
に
よ
つ
て
評
債
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
し
あ
な
た
が
自
分
の
貨
幣
を
重
さ
に

お
い
て
よ
り
少
く
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
総
額
に
お
い
て
埋
め
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
』
（
二
二
ぺ
ー
ジ
）
け
だ
し
『
諸
債
務
を
支
挑
い
、

諸
物
品
を
購
入
す
る
も
の
は
銀
で
あ
つ
て
そ
の
名
構
で
は
な
い
』
（
八
九
ぺ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
霜
か
ら
、
・
ッ
ク
は
『
諸
意

見
』
誌
に
批
到
を
與
え
て
い
る
（
二
一
ー
二
二
ぺ
ー
ジ
）
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
・
ッ
ク
は
、
論
者
の
い
う
名
目
の
引
き
上
げ
が
、
地
主

お
よ
び
債
罐
者
の
利
釜
の
侵
害
と
な
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
債
罐
者
と
は
い
か
な
る
人
々
で
あ
ろ
う
か
は
説
朋
さ

れ
て
い
な
い
。
當
時
の
歌
況
か
ら
推
察
し
て
最
も
重
．
要
な
意
味
を
も
つ
て
い
た
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
政
府
に
封
し
て
財
政
資
金
を
提

　
　
　
　
　
　
　

供
し
て
い
た
人
々
（
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
從
事
し
て
い
た
金
匠
た
ち
も
含
ま
れ
る
）
お
よ
び
商
工
業
活
動
に
資
金
を
供
給
し
て
い
た
人
た
（
そ
の

よ
う
な
近
代
的
信
銅
の
活
動
を
行
つ
て
い
た
金
匠
お
よ
び
そ
れ
に
預
金
し
て
い
た
人
々
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に

利
子
に
關
す
る
論
文
に
％
い
て
か
れ
は
、
寡
婦
や
孤
兇
を
含
む
『
資
産
を
貨
幣
で
持
つ
て
い
る
人
昌
の
利
盆
を
高
利
貸
資
本
た
る
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
者
そ
の
他
か
ら
守
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
と
同
じ
立
揚
で
毒
る
。

　
＊
　
國
家
財
政
資
金
の
提
供
者
つ
ま
り
國
債
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
　
一
六
九
四
年
設
立
め
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
銀
行
に
封
す
乃
出
資
者
が
重
要
な
役
割
を
も

　
　
つ
よ
う
に
な
る
Q
ロ
ッ
ク
も
ま
た
五
〇
〇
ポ
ン
ド
の
出
資
を
行
つ
て
い
る
o
診
鷺
o
P
℃
．
鼻
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
マ
　
e

　
業
濱
林
、
三
六
↑
ジ
。
’

次
に
・
コ
ク
が
こ
こ
で
地
主
の
立
揚
を
守
ろ
う
，
と
す
る
意
向
を
は
つ
き
り
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
注
目
に
債
す
る
。
當
時
す
で
に

　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　

『
；
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六

農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
が
進
行
し
、
地
主
が
土
地
や
耕
作
設
備
に
資
金
を
投
ず
る
こ
と
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
輪
入
制
限
・
輸
出
奨
働
金
の
政
策
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
農
業
の
大
き
な
稜
展
を
も
た
ら
し
た
。
他
方
商
工
業
者
が
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

確
保
の
た
め
や
肚
會
的
地
位
獲
得
の
た
め
、
そ
の
資
金
を
土
地
に
投
じ
て
地
主
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
焚
展
は
一
八
世
紀
に
入
つ
て
ま
す

ま
す
明
白
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
議
會
園
込
み
蜀
琴
一
貯
旨
o
葺
騨
曙
国
b
o
ざ
警
お
と
な
つ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
欺
況
の
中
で
、

新
し
い
商
工
業
暦
に
立
つ
ウ
イ
ッ
グ
窯
は
同
時
に
農
村
に
お
け
る
こ
の
嚢
展
の
推
進
策
を
と
つ
た
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
國
家
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
租
）
　
の
負
捲
者
と
し
て
の
地
主
層
の
保
護
も
同
じ
く
考
慮
せ
ら
れ
て
い
る
。
・
ッ
ク
も
こ
の
よ
う
な
農
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
の

嚢
生
と
進
行
の
様
相
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
代
減
償
に
反
封
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
＊
　
O
ロ
三
昌
昌
箆
β
ヨ
，
層
駿
？
U
謄

　
＊
＊
　
・
ッ
ク
は
新
興
産
業
家
の
地
圭
化
を
み
て
い
る
（
三
九
べ
ー
ジ
）
。
ま
た
・
ッ
ク
の
親
し
い
ウ
イ
ッ
グ
黛
の
亘
頭
た
ち
（
サ
マ
ズ
卿
そ
の
他
）

　
　
も
地
圭
で
あ
つ
た
o
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
堀
、
　
＝
一
八
べ
ー
ジ
o
頃
雰
げ
担
犀
犀
跨
犀
一
y
N
I
U
参
照
o

　
＊
＊
＊
　
O
誓
一
三
一
茜
一
茜
ヨ
，
一
y
軌
轟
O
I
N
。

　
・
ッ
ク
が
右
の
地
主
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
一
p
昌
白
3
ρ
8
毒
ひ
昌
凶
窪
こ
o
白
替
で
あ
つ
た
（
八
六
ぺ
ー
ジ
お
よ
び
九
七
ぺ
ー
ジ
）
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
『
富
裕
な
地
圭
た
ち
』
に
よ
つ
て
着
手
さ
れ
た
新
し
い
稜
展
を
、
十
分
な
敷
果
を
も
つ
て
推
進
し
て
行
つ
た
の
は
『
小

借
地
農
業
者
』
旨
巨
一
塙
跨
巨
①
誘
で
は
な
く
『
資
産
を
も
つ
た
小
作
者
』
雲
訂
§
旨
巴
憲
・
巷
駐
つ
ま
り
『
企
業
家
借
地
農
業
者
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
富
嬉
訣
言
吸
隔
興
旨
。
錺
で
あ
つ
た
。
・
ッ
ク
は
す
で
に
利
子
に
關
す
る
論
丈
に
お
い
て
土
地
保
有
者
尋
ム
げ
o
匡
實
や
借
地
農
業
者

端
殺
目
①
議
に
し
ば
し
ば
言
及
し
、
か
れ
ら
が
勢
働
者
を
雇
つ
て
資
本
圭
義
的
生
産
に
ま
で
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
こ
で
こ

亀



の
鋳
貨
の
名
目
的
引
き
上
げ
に
關
聯
し
て
も
さ
ら
に
か
れ
ら
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
名
目
の
引
き
上
げ
は
『
賃
務
者

3
9
9
あ
る
い
は
借
地
農
業
者
隔
鐘
巨
霞
に
と
つ
て
も
何
の
利
釜
も
な
い
』
（
八
六
ぺ
ー
ジ
）
『
な
ぜ
な
ら
か
れ
ら
は
、
自
分
の
土
地
あ
る

い
は
諸
物
品
に
鍋
し
て
こ
の
新
し
い
よ
り
輕
い
鋳
貨
で
、
か
れ
が
あ
な
た
の
古
い
よ
り
重
い
貨
幣
で
受
け
取
る
べ
き
で
あ
つ
た
と
同
じ
ポ

ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
つ
て
何
の
得
る
と
こ
ろ
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
』
（
八
六
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
こ

で
も
明
ら
か
に
借
地
農
業
者
暦
の
息
吹
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
＊
　
○
蟄
5
β
3
鮫
び
帥
ヨ
，
戸
m
斜
ω
L
’

　
＊
＊
　
・
ッ
ク
に
よ
れ
ば
こ
の
土
地
保
有
者
は
地
圭
と
し
て
一
彗
色
o
a
｝
8
崖
暮
屯
凶
o
旨
『
目
目
と
同
じ
く
小
作
者
け
9
騨
艮
（
借
地
農
業
者
た
ち
）

　
　
に
土
地
を
與
え
地
代
を
受
け
取
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
自
ら
勢
働
者
を
雇
い
、
土
地
生
産
物
を
市
場
で
費
る
と
い
う
借
地
農
業
者
壁
鷺
ず

　
　
巳
o
易
と
同
じ
活
動
も
行
う
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
に
博
8
げ
o
冠
o
♪
8
℃
網
び
o
＝
R
の
一
暦
進
ん
だ
姿
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
こ
の
よ
う
に
土
地
所
有
者
一
貧
3
“
B
き
の
把
握
は
一
様
で
は
な
い
。

　
さ
て
名
目
引
き
上
げ
の
第
二
の
結
果
は
次
の
こ
と
で
あ
る
、
と
・
ッ
ク
は
い
う
。
『
そ
れ
は
す
べ
て
の
國
王
の
歳
入
を
五
パ
r
セ
ン
ト

減
少
さ
せ
る
』
（
八
九
ぺ
ー
ジ
）
ま
た
『
諸
意
見
』
誌
を
批
到
し
な
が
ら
・
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
『
諸
關
税
が
ど
う
な
ら
う
と
も
、

（
そ
れ
が
今
末
梯
い
で
あ
る
と
は
私
は
聞
い
て
い
な
い
）
國
王
は
國
内
物
産
税
賃
9
器
に
お
い
て
年
三
萬
ポ
ン
ド
以
上
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
あ
る
大
い
さ
の
ポ
ン
ド
、
シ
リ
ン
グ
、
ま
た
は
ペ
ン
ス
が
法
律
に
よ
つ
て
支
沸
わ
れ
る
と
決
定
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
租
視
に
つ

い
て
、
國
王
億
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
う
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
』
（
二
三
ぺ
ー
ジ
）
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
外
國
人
に
よ
つ
て
利
用
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。
か
れ
ら
は
ピ
ッ
チ
、
タ
ー
ル
、
大
麻
の
慣
格
を
五
バ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
て
國
王
に
費
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
よ

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
纏
濟
學
研
究
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

い
。
か
れ
ら
は
こ
の
混
鼠
に
つ
け
込
ん
で
債
格
の
引
き
上
げ
を
五
バ
ー
セ
ン
｝
以
上
に
つ
り
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
。
國
王
の
損
失
は
大
き
い

（
八
九
ぺ
ー
ジ
潟
ピ
ッ
チ
、
タ
ー
ル
、
大
麻
は
船
具
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貿
易
に
不
可
敏
の
も
の
で
あ
り
、
封
フ
ラ
ン
ス
職
中
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
と
く
に
重
要
な
物
品
で
あ
つ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
こ
れ
を
主
と
し
て
北
鰍
が
ら
の
輸
入
に
た
よ
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
・
ッ
ク
が

そ
れ
を
例
示
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
か
れ
は
、
ウ
ィ
リ
ア
云
三
世
政
府
の
財
政
牧
入
の
確
保
を
念
頭
に
お

き
、
そ
の
減
債
に
封
す
る
批
到
を
行
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
＊
　
北
緻
卿
只
易
に
つ
い
て
は
、
張
、
六
一
ぺ
ー
ジ
o

　
鋳
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
る
結
果
に
つ
い
て
の
・
ッ
ク
の
考
察
お
よ
び
批
到
的
思
考
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
か
れ
が
非
常
に
廣
範
な
層
を
把
え
、
全
髄
的
立
揚
に
立
つ
て
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
新
興
商

工
業
暦
、
借
地
農
業
者
等
の
新
し
い
資
本
主
義
生
産
σ
嚢
展
を
き
そ
と
し
、
そ
の
一
部
面
に
お
け
る
創
造
者
で
あ
つ
た
地
主
暦
、
あ
る
い
・

は
こ
の
産
業
稜
展
に
近
代
的
信
用
を
典
え
た
一
部
の
金
匠
そ
の
他
の
人
々
を
全
髄
に
ま
と
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
経
濟
肚
會
の
稜
展
の
線
を

把
え
、
そ
の
促
進
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
利
子
に
關
す
る
論
文
に
お
い
て
も
高
利
貸
資
本

や
一
部
猫
占
業
者
（
二
四
－
五
ぺ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
織
元
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
『
都
市
の
織
元
』
の
活
動
を
示
す
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
）
に
封
し
て
批
到
的
で
あ
つ
た
し
、
ま
た
こ
の
貨
幣
問
題
に
つ
い
て
も
名
目
の
引
き
上
げ
を
見
込
し
て
縁
刻
貨
幣
を
退
藏
し

制
り
取
っ
て
い
る
人
々
（
主
と
し
て
古
い
型
の
金
匠
た
ち
）
に
鋤
し
て
極
め
て
彊
い
批
到
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
な
立
揚
に
立
つ
・
ッ
ク
が
貨
幣
の
名
目
の
引
き
上
げ
に
反
掛
し
な
が
ら
、
自
ら
は
ど
の
よ
う
な
封
策
を
も
つ
て
い
た
で

あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
基
礎
付
け
て
い
る
・
ッ
ク
の
貨
幣
に
つ
い
て
の
理
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。
私
は
次
に
こ



砂
・
ッ
ク
の
貨
幣
理
論
に
つ
い
て
學
ぼ
う
と
恩
ふ
。

五

　
前
述
せ
る
・
ッ
ク
の
分
析
の
中
に
表
明
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
・
ッ
ク
は
深
く
自
ら
の
貨
幣
把
握
を
持
ち
そ
れ
を
も
つ
て
か
れ
の
議
論

を
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

，
貨
幣
（
鑛
貨
）
に
封
し
て
債
値
を
與
え
る
の
は
そ
れ
に
倉
ま
れ
て
い
る
銀
で
あ
る
。
か
れ
は
銀
を
以
て
標
準
と
し
金
貨
を
補
助
と
見
て

い
る
が
、
こ
の
金
銀
の
關
係
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
よ
う
。
さ
て
銀
が
貨
幣
の
『
眞
實
の
内
在
的
領
値
諾
巳
毒
α
ぎ
琶
塁
8
〈
騨
ξ
o
を

作
る
』
（
八
五
ぺ
；
ジ
）
と
い
う
思
考
は
こ
の
論
文
全
膿
を
通
じ
て
数
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
（
八
二
・
八
七
・
八
八
・
九
七
ぺ
ー
ジ
）
。
　
こ
⑳

場
合
銀
は
『
合
金
か
ら
分
離
さ
れ
た
純
銀
』
（
八
八
ぺ
ー
ジ
）
と
考
え
る
（
八
二
。
へ
ー
ジ
）
。

　
レ
か
ら
ば
こ
の
銀
の
便
値
は
ど
の
よ
う
に
し
て
定
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
銀
（
そ
し
て
貨
幣
）
が
ど
れ
程
の
他
財
と
交
換
さ
れ
う
る

か
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
・
ッ
ク
は
『
貨
幣
の
引
き
上
げ
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
事
の
う
ち
一
つ
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
貨
幣

の
債
値
を
引
き
上
げ
る
こ
と
か
、
あ
る
い
は
わ
が
鋳
貨
の
名
目
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
で
あ
る
』
と
し
て
、
こ
の
前
者
『
貨
幣
の
償
値
の

引
き
上
げ
』
を
解
明
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
『
貨
幣
ま
た
は
他
の
あ
る
物
の
債
値
の
引
き
上
げ
と
は
、
以
前
あ
る
他
の
物
と
引
き
換

え
に
取
ら
れ
た
よ
り
も
、
も
つ
と
少
い
量
の
そ
れ
が
あ
る
他
の
物
と
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
』
た
と
え
ば
五
シ

リ
ン
グ
が
一
、
7
ッ
シ
ェ
ル
の
小
萎
を
買
う
と
し
て
、
も
し
四
シ
リ
ン
グ
が
同
じ
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
を
買
い
う
る
と
す
れ
ば
『
貨
幣
の
慣
値
は
、

小
委
に
關
し
て
、
五
分
の
一
だ
け
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
か
く
の
如
く
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
比
較
し
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
・
ソ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
一
九
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
紹
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

引
き
換
え
に
そ
れ
を
交
換
し
ょ
う
と
す
る
あ
る
他
の
物
の
豊
富
、
訣
乏
、
ま
た
は
は
け
口
に
比
例
し
て
の
、
そ
れ
〔
貨
幣
〕
の
豊
幽
口
田
ま
た

は
訣
乏
の
比
率
以
外
に
は
、
何
物
も
あ
な
た
の
貨
幣
の
慣
値
を
引
き
上
げ
た
り
、
あ
る
い
は
引
き
下
げ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
』

（
〈
二
ぺ
ー
ジ
）
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
貨
幣
の
便
値
と
は
他
の
物
品
に
鋤
す
る
貨
幣
の
購
買
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
定
め
る
も
の
は

ぞ
の
物
品
の
量
あ
る
い
は
は
け
口
と
比
例
さ
せ
た
貨
幣
の
量
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
は
け
口
＜
o
暮
と
い
う
概
念
は
物
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
欲
望
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
償
値
の
把
握
の
嶽
度
は
い
わ
ゆ
る
貨
幣
数
量
詮
の
考
え
方
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
＊
　
拙
稿
、
六
九
ー
七
〇
ぺ
ー
ジ
o

　
さ
て
・
ッ
ク
は
右
の
よ
う
な
貨
幣
憤
値
と
そ
の
攣
動
の
問
題
を
こ
れ
以
上
追
求
し
よ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
と
同
じ
論
理
的
操
作
を
銀
と
銀

と
の
比
較
と
い
う
方
向
に
す
す
め
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
に
主
張
さ
れ
て
い
た
『
鋳
貨
の
引
き
上
げ
』
が
そ
の
『
領
値
の
引
き
上
げ
』
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
目
的
か
ら
で
た
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
論
者
の
主
張
す
る
『
引
き
上
げ
』
と
は
一

ク
ラ
ウ
ン
（
五
シ
リ
ン
グ
“
六
〇
。
ヘ
ン
ス
）
を
五
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
（
六
三
ペ
ン
ス
）
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
新
一
ク
ラ
ウ
ン
に
は
從
來
よ

り
も
二
〇
分
の
一
だ
け
少
い
銀
を
含
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
揚
合
に
新
一
ク
ラ
ウ
ン
が
現
在
の
一
ク
ラ
ウ
ン
と
同
等
の
物
品

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
論
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
一
ク
ラ
ウ
ン
は
二
〇
分
の
一
だ
け
『
債
値
が
引
き
上
げ
』
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
新
一
ク
ラ
ウ
ン
が
現
在
の
一
ク
ラ
ウ
ン
と
同
等
の
物
品
を
購
入
し
う
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
從
來
よ
り
二

〇
分
の
一
だ
け
少
い
物
品
を
購
入
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
銀
と
銀
と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
同
一
量
の
銀
は
つ
ね
に

同
一
量
の
銀
と
相
等
し
い
領
値
で
あ
つ
て
、
二
〇
分
の
一
だ
け
少
い
銀
が
從
來
の
銀
と
比
較
さ
れ
た
と
き
同
便
値
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
鋪
貨
の
債
値
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
銀
の
量
の
多
い
か
少
い
か
に
よ
つ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
（
八
二
．
八
三
．
八
五
．



九
二
・
へ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
・
ッ
ク
は
當
面
の
問
題
に
封
し
て
、
鋳
貨
の
債
値
は
そ
の
金
属
實
髄
の
中
に
存
す
る
と
把
握
し
、
そ
の
銀
の

量
に
よ
つ
て
鋳
貨
の
債
値
が
規
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
揚
合
銀
の
量
と
い
う
の
は
、
さ
き
に
示
し
た
よ
う
な
『
銀
の
豊
富
ま
た
は

訣
乏
』
と
い
う
揚
合
の
銀
の
量
と
は
異
つ
た
意
味
を
持
つ
。
こ
こ
で
は
名
目
の
引
き
上
げ
の
主
張
に
罫
し
て
、
銀
の
量
が
相
等
し
い
の
で

あ
る
か
ら
慣
値
の
引
き
上
げ
と
は
な
ら
な
い
と
・
ッ
ク
は
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
銀
の
量
と
い
う
揚
合
に
は
現
在
の
一
ク
ラ
ウ

ン
と
名
目
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
新
一
ク
ラ
ウ
ン
と
の
中
に
ふ
く
ま
れ
た
銀
の
量
が
比
較
さ
れ
、
そ
れ
の
多
少
に
よ
つ
て
錨
貨
債
値
の
大
小

が
定
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
銀
が
他
の
物
品
と
の
封
比
の
中
に
お
か
れ
、
そ
の
銀
の
轍
量
の
攣
化
に
感
じ
て
鋳
貨

の
購
買
力
の
攣
動
が
生
ず
る
と
い
う
考
察
に
も
と
づ
く
銀
そ
の
も
の
の
購
買
力
の
攣
化
と
い
う
こ
と
は
・
ッ
ク
に
よ
つ
て
全
く
問
わ
れ
な

か
つ
た
。
そ
し
て
む
し
ろ
銀
と
い
う
金
馬
實
髄
そ
の
も
の
が
慣
値
を
も
つ
の
で
そ
の
銀
の
量
の
多
少
が
錆
貨
の
慣
値
を
規
定
す
る
と
い
う

方
向
に
す
す
ん
で
行
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
金
罵
實
艦
を
も
つ
て
す
る
貨
幣
領
値
把
握
の
立
揚
は
錨
貨
制
度
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
時
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
錨
貨
『
に
關
す
る
製
造
所
で
あ
り
、
す
べ
て
の
相
違
を
作
る
と
こ
ろ
の
鋳
貨
制
度
は
、
』
は
『
自
由
鋳
貨
令
が
存
在
し
て
い
て
』

そ
の
費
用
が
一
租
視
を
も
つ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
金
持
参
者
に
封
し
て
は
『
何
の
費
用
も
か
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
』
『
偵
値

の
相
違
を
作
り
出
す
こ
と
は
出
來
』
な
い
の
で
あ
る
（
九
三
ぺ
ー
ジ
）
。
名
目
や
刻
印
が
銀
に
封
し
て
『
何
ら
か
の
新
し
い
あ
る
い
は
よ
り

よ
い
質
程
巴
三
霧
を
付
け
加
え
う
る
と
示
さ
れ
な
い
以
上
』
（
八
二
ぺ
ー
ジ
）
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
『
銀
の
内
在
的
慣
値
が
攣
え

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
』
（
九
二
・
へ
ー
ジ
）
す
な
わ
ち
ど
の
よ
う
な
名
目
や
刻
印
を
そ
れ
に
付
そ
う
と
も
一
定
量
の
銀
は
一
定
量
の
銀
と
相
等

し
い
債
値
で
あ
る
と
・
ッ
ク
は
強
調
す
る
。
『
一
オ
ン
ス
の
銀
は
、
ペ
ン
ス
、
グ
・
ー
ト
、
ま
た
は
ク
ラ
ウ
ン
貨
、
ス
タ
ィ
ヴ
ァ
と
し
て
で
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あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
地
金
と
し
て
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
他
の
一
オ
ン
ス
の
銀
と
、
そ
れ
が
ど
ん
な
刻
印
、
ま
た
は
名
目
の
も
と
に
あ
ろ

う
と
も
、
相
等
し
い
便
値
で
あ
り
、
つ
ね
に
永
久
に
相
等
し
い
慣
値
で
あ
ろ
う
。
』
（
八
二
ぺ
ー
ジ
）
そ
し
て
『
諸
物
品
を
買
い
諸
債
務
を
支

梯
う
の
は
銀
の
量
な
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
付
せ
ら
れ
た
刻
印
や
名
目
で
は
な
い
』
（
九
七
ぺ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
か
ら
、
名
目
の
引
き
上
げ

に
ょ
っ
て
こ
の
銀
が
よ
り
多
く
の
銀
と
同
等
で
あ
る
と
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
物
品
を
買
い
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
そ

れ
に
よ
つ
て
鋳
貨
の
『
偵
値
の
引
き
上
げ
』
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
引
き
上
げ
主
張
者
は
い
う
。
現
在
標
準
よ
り
五
パ
ー
セ
ン
ト
輕
い
削
損
貨
幣
が
標
準
の
縁
刻
貨
幣
と
同
じ
だ
け
の
穀

物
、
衣
料
、
ぶ
ど
う
酒
を
買
つ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
・
ッ
ク
の
い
う
法
則
霊
一
〇
は
あ
や
ま
つ
て
お
り
、
『
貨
幣
に
鋤
し
て
債
値
を
與
え
る

も
の
は
銀
の
量
で
は
な
し
に
、
そ
の
刻
印
と
名
目
で
あ
る
』
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
（
九
四
ぺ
ー
ジ
）
。
　
こ
れ
に
封
し
て
・
ッ
ク
は
次

の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
『
人
々
は
、
十
分
な
重
さ
の
貨
幣
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
良
い
合
法
的
な
貨
幣
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
規

定
の
上
に
立
つ
て
、
標
準
に
從
つ
て
か
れ
ら
の
評
便
と
諸
契
約
を
作
る
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
そ
の
國
の
流
通
貨
幣
を
受
け
取
つ
て
い
る

間
は
、
實
際
に
か
れ
ら
は
そ
う
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
』
（
九
四
・
へ
ー
ジ
）
ま
さ
に
鐸
貨
制
度
は
政
治
肚
會
言
一
庄
。
巴
若
9
。
受
に
お
い
て

こ
れ
を
保
誰
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
『
刻
印
は
、
そ
の
よ
う
な
名
目
の
も
と
で
、
か
れ
ら
は
そ
の
よ
う
な
重
さ
と
、
そ
の
よ
う

な
純
分
の
一
個
片
を
受
け
取
る
べ
き
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら
が
そ
れ
だ
け
の
量
の
銀
を
受
け
取
る
べ
き
こ
と
の
、
公
共
の
一
保
誰
で

あ
っ
た
。
』
王
椹
ぎ
膨
一
鈴
§
げ
9
一
蔓
は
こ
れ
を
公
共
の
信
義
℃
暮
ぎ
隔
a
爵
に
鋤
し
て
保
誰
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
備
造
は
そ
れ
ゆ

え
反
逆
罪
に
慣
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
八
八
ー
九
ぺ
ー
ジ
）
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
『
公
共
の
信
義
』
に
立
っ
て
人
々
が
削
損
貨
幣

を
標
準
と
同
じ
も
の
と
し
て
受
け
取
り
相
互
の
交
換
を
ち
ゆ
う
ち
よ
な
く
行
つ
て
い
る
間
は
、
そ
れ
ら
が
『
國
内
で
い
か
な
る
物
の
購
買



に
關
し
て
も
等
債
呂
ξ
〈
巴
Φ
暮
　
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
』
一
（
九
四
メ
ー
ジ
）
。
し
か
る
に
削
り
取
り
が
激
し
く
創
損
貨
幣
が
非
常
な

藪
と
な
り
縁
刻
貨
幣
が
な
く
な
つ
て
き
た
と
き
に
は
、
人
々
は
爾
者
の
間
に
、
『
債
値
の
相
違
』
を
お
き
は
じ
め
爾
者
相
互
の
交
換
は
等
し

く
菊
わ
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
外
國
商
人
に
よ
つ
て
朋
ら
か
に
示
さ
れ
る
。
か
れ
ら
は
代
金
を
自
分
の
國
に
持
ち
蹄
る
の

に
銀
を
以
て
評
債
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
・
割
損
貨
櫓
と
縁
刻
貨
幣
と
の
間
の
等
し
い
交
換
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
契
約
を
後
者
で
行
う
か

あ
る
い
は
物
品
の
偵
格
を
引
き
上
げ
る
で
あ
ろ
う
（
九
五
．
九
六
1
七
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
公
共
の
信
義
が
経
濟
の
運
動
の
中
で
一
般
に

う
ち
破
ら
れ
た
歌
況
で
は
、
側
損
貨
幣
を
受
け
取
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
『
契
約
が
良
く
行
わ
れ
ず
』
『
詐
取
さ
れ
た
』
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
（
八
九
ぺ
ー
ジ
）
、
『
強
奪
が
削
り
取
り
に
よ
つ
て
公
共
に
野
し
て
犯
さ
れ
て
い
る
』
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
（
九
七
ぺ
ー
ジ
）
。
か
く
し

て
論
者
の
い
う
よ
う
な
割
損
貨
幣
と
縁
則
貨
幣
と
は
同
一
名
目
ゆ
え
に
同
一
便
値
を
も
つ
と
い
う
主
張
は
正
し
く
な
く
、
そ
の
債
値
を
與

え
る
も
の
は
銀
の
量
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
な
論
擦
に
立
ち
な
が
ら
『
諸
意
見
』
誌
は
引
き
上
げ
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
銀
地
金
一
オ
ン
ス
の
債
値
は
造
幣
局

で
は
五
シ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ン
ス
で
あ
る
の
に
、
他
の
揚
所
（
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
を
・
ン
バ
ー
ト
街
U
窪
・
訂
亭
聲
Φ
9
と
し
て
い
る
。
一
一
五
ぺ
ー
ジ
）

で
は
五
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
造
幣
局
に
お
い
て
『
一
べ
・
h
イ
の
超
過
慣
値
9
究
艮
毫
○
〈
巽
－
＜
巴
償
o
を
そ
れ
に
血
ハ
え

て
』
五
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
と
す
れ
ば
、
地
金
は
最
も
多
く
を
與
え
る
造
幣
局
に
蓮
び
込
ま
れ
、
鋳
つ
ぶ
し
も
防
ぐ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
名
目
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
鋳
貨
は
そ
れ
だ
け
高
い
便
値
を
も
つ
よ
う
に
な
ろ
う
と
い
う
論
擦
に
立
つ
て
、
巴
引
き
上

げ
に
よ
り
鋳
つ
ぶ
し
を
防
止
で
き
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
・
ッ
ク
は
こ
れ
に
封
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
も
し
今
の
標
準
に
從
つ

て
論
者
の
読
明
を
た
ど
る
と
、
一
オ
ン
ス
（
四
八
O
グ
レ
ィ
ン
）
の
銀
地
金
は
・
ン
バ
ー
斗
街
に
て
は
四
九
六
グ
レ
イ
ン
と
相
等
ル
か
と
さ
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れ
、
さ
ら
に
提
案
さ
れ
て
い
る
如
く
引
き
上
げ
を
行
え
ば
四
七
ニ
グ
レ
イ
ン
と
栂
等
し
い
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
一
〇
六
．
一
一
五
ぺ

ー
ジ
）
。
・
ッ
ク
は
金
属
實
艦
の
量
に
よ
つ
て
そ
の
便
値
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
標
準
に
從
つ
て
そ
の
重
量
を
計
算
し
、

こ
の
よ
う
に
重
量
の
相
違
す
る
銀
を
相
等
し
い
と
す
る
不
合
理
は
全
く
明
ら
か
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
提

案
の
よ
う
な
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
た
揚
合
、
縁
刻
一
ク
ラ
ウ
ン
貨
（
五
シ
リ
ソ
グ
）
が
新
一
ク
ラ
ウ
ン
貨
と
相
等
し
く
流
通
さ
れ
る
は
ず
は

な
い
。
そ
れ
は
五
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
と
し
て
流
通
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
新
ク
ラ
ウ
ン
も
奮
ク
ラ
ウ
ン
も
同
じ

く
重
さ
に
よ
つ
て
そ
の
債
値
を
定
め
ら
れ
、
必
要
に
慮
じ
て
鋳
つ
ぶ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
何
の
か
わ
り
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た

そ
れ
に
慮
じ
て
物
品
の
債
格
は
騰
貴
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
歌
況
は
つ
ま
り
貨
幣
の
債
値
を
定
め
る
の
は
結
局
そ
の
中
に
ふ
く

ま
れ
る
銀
の
量
で
あ
つ
て
、
名
目
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
名
目
の
引
き
上
げ
に
も
と
づ
く
改
鐸
の
負
捲
が
何
の
意
味
も
も
た
な

か
つ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
（
九
二
・
一
〇
三
ぺ
ー
ジ
）
。
以
上
の
よ
う
に
・
ッ
ク
は
金
属
實
燈
が
債
値
を
定
め
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
金

島
主
義
的
貨
幣
把
握
を
貫
い
て
引
き
上
げ
主
張
者
に
答
え
た
の
で
あ
つ
た
。

　
か
く
し
て
論
者
の
い
う
『
貨
幣
の
引
き
上
げ
』
と
は
つ
ま
り
『
名
目
の
引
き
上
げ
』
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
昨
日
に
は
一
ク
ラ
ウ
ン
の
一
部
分
つ
ま
り
二
十
分
の
十
九
に
す
ぎ
な
か
つ
た
も
の
を
、
今
日
は
そ
れ
を
一
ク
ラ
ウ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
に
外

な
ら
な
い
。
』
し
か
し
も
し
そ
れ
に
よ
つ
て
錨
貨
の
領
値
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
『
た
つ
た
一
ぺ
。
一
イ
で
も
、
　
一
ク
ラ

ウ
ン
と
呼
ば
れ
れ
ば
、
六
〇
倍
も
多
い
銀
を
含
む
一
ク
ラ
ウ
ン
貨
と
同
じ
だ
け
の
香
料
や
絹
そ
の
他
の
物
品
を
買
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
』
そ
の
よ
う
な
不
合
理
は
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
で
あ
る
（
八
三
ぺ
ー
ジ
）
。
ロ
ッ
ク
は
同
じ
よ
う
な
批
到
の
言
葉
を
九
三
・
一
〇
五
ぺ
ー

ジ
に
も
の
べ
て
い
る
。
こ
の
批
到
は
さ
ら
に
鋭
く
論
者
に
迫
り
、
い
う
と
こ
ろ
の
『
鋳
貨
の
引
き
上
げ
』
は
創
り
取
り
と
全
く
同
じ
こ
と



で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
も
し
よ
り
少
い
量
の
銀
に
封
し
て
古
い
名
目
を
保
つ
こ
と
が
あ
な
た
の
貨
幣
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

あ
る
な
ら
ば
、
（
實
際
に
は
そ
れ
は
、
あ
な
た
の
鋳
貨
を
よ
り
輕
く
す
る
と
い
う
こ
の
計
甕
に
よ
つ
て
、
そ
れ
に
際
し
て
起
り
、
ま
た
行
わ
れ
う
る
す
べ

て
で
あ
る
が
）
と
す
れ
ば
削
り
取
り
人
た
ち
。
一
な
需
5
は
十
分
に
そ
れ
を
や
つ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
か
れ
ら
の
商
責
け
壁
留

が
、
近
頃
の
よ
う
な
摩
で
、
も
う
少
し
の
間
績
き
、
そ
し
て
あ
な
た
の
縁
刻
貨
幣
が
鋳
つ
ぶ
さ
れ
て
〔
國
外
に
〕
蓮
び
去
ら
れ
、
も
は
や

鋳
造
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
貨
瞥
は
、
新
貨
幣
鋳
造
の
費
用
を
か
け
ず
に
、
そ
の
よ
う
な
類
の
工
匠
た
ち
に
よ
り
、
約
五
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
す
べ
て
の
あ
な
た
の
流
通
貨
幣
は
削
り
取
ら
れ
、
今
ま
で
通
り
そ
の
以
前
の
名

目
を
保
持
し
て
は
い
る
が
、
標
準
よ
り
も
約
二
十
分
の
一
よ
り
輕
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
』
（
九
三
ー
四
ぺ
ー
ジ
）
か
く
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

し
名
目
の
引
き
上
げ
が
わ
が
鋳
貨
の
鑛
つ
ぶ
し
と
流
出
を
阻
止
で
き
る
と
い
う
な
ら
ば
、
『
あ
な
た
は
（
若
干
の
人
々
が
ぱ
か
ら
し
く
想
像
す

る
よ
う
に
）
あ
な
た
の
貨
幣
保
持
の
た
め
に
、
創
り
取
り
人
た
ち
に
お
世
話
に
な
つ
た
ら
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
九

三
．
一
〇
三
ぺ
ー
ジ
）
以
上
の
よ
う
に
・
ッ
ク
は
自
ら
の
貨
幣
把
握
に
立
脚
し
て
名
目
引
き
上
げ
論
に
封
し
て
激
し
く
迫
つ
た
の
で
あ
つ

た
。　

さ
て
こ
れ
ま
で
の
論
述
に
お
い
て
は
銀
貨
の
引
き
上
げ
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
よ
り
現
實
性
を
も
つ
た
引
き
上
げ
の

方
法
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
銀
の
い
ず
れ
か
一
方
を
『
法
律
に
よ
つ
て
、
他
方
に
比
し
て
、
そ
の
自
然
的
債
値
・
・
暮
葺
巴
養
一
ぎ
以
上
に

引
き
上
げ
る
』
（
九
七
ぺ
ー
ジ
）
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
方
法
と
て
も
前
述
の
銀
貨
の
名
目
の
引
き
上
げ
と
同
じ
悪
結

果
を
も
た
ら
す
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
・
ッ
ク
は
金
銀
複
本
位
制
の
分
析
を
行
う
と
同
時
に
貨
幣
の
本
質
に
ふ
れ
た
論
議
を
展
開

す
る
。

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六

　
金
は
銀
よ
り
も
は
る
か
に
少
量
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、
銀
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
債
値
を
與
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
一
ギ
ニ
は
銀
で

二
一
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
約
十
五
倍
孚
で
あ
る
。
『
こ
れ
が
今
銀
に
封
す
る
金
の
市
揚
率
昌
一
や
．
一
．
9
，
．
暮
Φ
な
の

で
あ
る
か
ら
、
も
し
制
定
さ
れ
る
一
法
律
に
よ
つ
て
ギ
ニ
の
牽
が
よ
り
高
く
（
た
と
え
ば
一
三
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
に
）
定
め
ら
る
べ
し
と
す

れ
ば
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
引
き
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
王
國
に
と
つ
て
は
損
失
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
法
律
に
よ
り
、

金
は
そ
の
自
然
的
便
値
以
上
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
外
國
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
金
を
わ
が
國
に
途
り
、

そ
う
し
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
潤
で
、
ま
た
そ
れ
だ
け
わ
れ
わ
れ
の
損
失
で
、
わ
が
銀
を
持
ち
去
る
こ
と
が
慣
値
あ
る
こ
と
を
見
出
す
で

あ
ろ
う
。
』
（
九
八
ぺ
ー
ジ
）
か
く
し
て
わ
が
國
の
銀
は
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
銀
貨
の
名
目
引
き
上
げ
を
行
え
ば
、
銀
の
流

入
と
金
の
流
出
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
な
る
。
勿
論
い
ず
れ
に
せ
よ
法
律
に
よ
つ
て
そ
の
自
然
的
償
値
以
上
に
引
当
、
上
げ
ら
れ
た
『
超
過
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

値
』
o
く
9
者
a
毒
分
だ
け
わ
が
國
に
と
つ
て
損
失
と
な
る
の
で
あ
る
（
九
五
．
一
〇
〇
ぺ
ー
ジ
）
。

　
＊
　
以
上
の
よ
う
な
・
ッ
ク
の
読
明
は
、
當
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
銀
の
流
閏
を
解
く
一
つ
の
か
ぎ
を
與
、
凡
る
。
事
實
、
當
時
金
は
銀
よ
り
も
高

　
　
く
評
債
さ
れ
て
い
た
た
め
、
金
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
流
入
し
銀
が
流
禺
さ
れ
て
い
た
。
山
下
氏
は
銀
流
出
の
原
因
の
『
少
く
と
も
一
牛
を
、
か
か
る

　
　
爲
替
取
引
に
蹄
厨
せ
し
め
』
う
る
と
し
て
、
詳
細
な
解
明
を
興
え
ら
れ
て
い
る
。
（
同
氏
、
六
九
－
七
一
．
七
三
ぺ
ー
ジ
）
・
ッ
ク
は
當
時
の
イ
ン

　
　
グ
ラ
ン
ド
の
銀
の
流
出
の
原
因
に
つ
い
て
こ
の
部
面
か
ら
読
明
を
行
つ
て
は
い
な
い
。

　
さ
て
金
銀
の
う
ち
い
ず
れ
の
方
法
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
銀
貨
よ
り
も
金
貨
の
引
き
上
げ
に
よ
る
悪
結
果
が
よ
り
容
易
に
把
握
さ

れ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
記
帳
や
計
算
は
銀
貨
の
軍
位
を
も
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
金
貨
の
引
き
上
げ
に
よ
る
不
利
は
た
や
す
く

感
得
さ
れ
る
。
し
か
し
金
に
麹
し
て
銀
の
支
挑
い
は
拒
否
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
國
に
と
つ
て
の
損
失
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
こ
と



と
な
る
。
こ
れ
に
封
し
て
銀
貨
の
引
き
上
げ
は
金
の
流
出
、
銀
の
流
入
と
い
う
逆
の
不
利
を
生
ぜ
し
め
る
。
そ
の
揚
合
に
は
低
評
便
さ
れ

釜
の
所
有
謹
詫
を
支
碧
ず
屍
藏
・
｛
需
ろ
う
．
そ
段
交
楚
ち
て
何
の
利
楚
も
な
ら
奮
．
さ
要
く
躾
律
の

定
め
る
率
以
上
の
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
自
然
的
償
値
（
市
場
率
）
で
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
法
律
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
も
の
と
な

る
。
か
く
し
て
、
こ
の
よ
う
な
引
き
上
げ
を
定
め
る
法
律
は
國
に
と
つ
て
の
損
失
か
あ
る
い
は
そ
の
法
律
の
無
敏
を
生
ぜ
↓
め
る
に
す
ぎ

な
い
こ
と
と
な
る
（
九
八
－
一
〇
〇
ぺ
ー
ジ
）
。

　
か
く
の
如
く
金
銀
は
そ
の
比
率
を
攣
動
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
爾
者
に
法
定
率
を
定
め
金
銀
複
本
位
制
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
國
民
に

と
つ
て
損
失
を
ま
ね
く
に
す
ぎ
な
い
、
と
・
ッ
ク
は
の
べ
る
。
そ
れ
で
は
金
貨
は
無
用
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
と
ロ
ッ
ク
は
答
え
る
。
そ

の
重
さ
と
品
位
と
を
示
す
刻
印
を
付
し
た
金
貨
を
流
通
せ
し
め
よ
。
そ
し
て
そ
の
債
格
は
『
他
の
諸
物
品
と
同
じ
く
、
そ
れ
自
ら
の
率
を

見
出
す
よ
う
に
せ
よ
。
』
（
一
〇
二
ぺ
ー
ジ
）
そ
の
率
は
法
律
に
よ
つ
て
確
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
解
明
の
結
び
に
、
・
ッ
ク
は
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
か
れ
の
債
格
論
を
明
ら
か
に
表
明
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
『
あ
る
物
の
慣
値
、
あ
る
い
は
償
格
は
、
そ
れ
が
相
封
立
す
る
よ
う
に
な
る
あ
る
他
の
物
に
封
し
て
そ
れ
が
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
穫
に
喜
盗
の
で
あ
る
か
皇
套
謁
の
他
方
奏
警
砦
で
あ
ろ
三
方
宥
の
の
量
に
5
て
智
脅
る
の
み
で
あ
る
．

自
然
に
は
、
そ
の
比
例
と
奴
用
震
○
宕
匠
8
召
山
塁
㊤
が
攣
化
し
な
い
二
物
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
間
に
一
つ
の
不
動
の

規
則
的
慣
格
を
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
』
（
一
〇
二
ぺ
ー
ジ
）
そ
う
し
て
銀
の
分
銅
と
海
綿
と
を
相
勤
す
る
皿
に
の
せ
て
秤
つ
て
見

れ
ば
、
そ
の
今
日
の
均
衡
は
明
日
の
均
衡
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
例
示
を
用
い
て
、
金
銀
相
互
の
交
換
比
率
攣
動
を
読
い
て
い
る
。
つ
ま

り
二
物
間
の
交
換
比
牽
は
常
に
市
揚
に
お
い
て
攣
動
し
、
経
濟
融
會
の
運
動
の
中
で
『
市
揚
葦
』
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
便
格
が
定
め
ら
れ

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七



　
　
　
　
　
一
跡
構
大
墨
丁
研
一
究
年
報
　
経
濟
學
研
姫
九
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八

て
ゆ
く
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
法
律
に
よ
つ
て
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
思
考
は
す
で
に
『
自
然
的
利
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
考
え
方
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
輕
濟
祉
會
の
蓮
動
を
そ
れ
自
髄
の
自
律
的
法
則
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
ロ
ッ
ク
の
方
法

を
こ
こ
で
も
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
金
銀
の
交
換
比
率
の
解
明
は
す
で
に
利
子
に
關
す
る
論
文

の
中
で
與
え
ら
れ
た
財
領
格
の
需
要
供
給
に
よ
る
決
定
の
詮
明
と
同
じ
理
論
的
し
く
み
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

輩　＊
　
拙
稿
、
六
四
！
五
ぺ
ー
ジ
。

　
＊
＊
　
同
右
、
六
八
ー
九
ぺ
ー
ジ
o

　
そ
れ
で
は
右
の
債
格
攣
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
・
ッ
ク
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
『
も
し
〔
交

換
さ
れ
る
二
物
の
〕
い
ず
れ
か
が
市
揚
（
そ
れ
に
よ
つ
て
私
は
、
そ
れ
ら
が
取
り
引
き
富
穿
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
通
常
の
場
所
を

意
味
す
る
）
に
お
い
て
、
豊
富
に
な
つ
た
り
訣
乏
し
た
り
す
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
そ
の
眞
の
敷
用
、
ま
た
は
そ
の
揚
所
の
流
行
の
攣
化

が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
以
前
よ
り
も
つ
と
多
く
需
要
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
、
當
然
あ
る
二
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
慣
値
は
攣
動

す
る
。
』
（
一
〇
二
ぺ
；
ジ
）
ま
た
『
そ
れ
ら
の
比
例
、
あ
る
い
は
敷
用
は
、
攣
動
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
否
、
不
断
に
攣
動
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
償
格
は
攣
動
す
る
、
』
（
一
〇
二
ぺ
ー
ジ
）
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
の
文
中
で
は
物
の
量
が
需
要
を
攣
化
さ
せ
る

よ
う
に
読
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
利
子
に
關
す
る
論
文
中
に
示
さ
れ
た
読
明
と
と
も
に
・
ッ
ク
の
考
え
方
を
た
ど
つ
て
み
れ
ば
、
債
絡
攣

動
の
要
因
が
交
換
さ
れ
る
二
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
と
そ
の
は
け
口
（
こ
こ
の
文
中
で
は
『
需
要
』
と
し
て
い
る
）
に
存
す
る
と
し
て
い
る
と
理

解
し
て
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
揚
合
は
け
口
や
需
要
と
は
そ
の
物
に
封
す
る
欲
望
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
ゴ
ッ
ク
は
さ
ら
に
は



け
口
を
貨
幣
の
裏
付
け
を
も
つ
た
い
わ
ゆ
る
有
敷
需
要
と
し
て
把
え
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
揚
合
に
は
明
ら
か
に
需
要
供
給

に
よ
る
財
債
格
決
定
の
理
論
的
解
明
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
＊
　
拙
稿
、
六
九
ぺ
ー
ジ
o

　
・
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
攣
動
の
原
因
を
金
銀
交
換
比
牽
攣
動
の
理
解
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
揚
合
に
は
金
銀
の
は
け
口

（
つ
ま
り
金
銀
に
封
す
る
欲
望
）
に
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
ず
、
む
し
ろ
金
銀
の
量
に
よ
っ
て
爾
者
の
比
率
が
定
め
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
金
銀
は
貨
幣
と
し
て
最
も
適
し
た
材
料
と
さ
れ
て
き
た
が
、
『
し
か
し
世
界
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
金
属
の
豊
富

さ
に
つ
い
て
一
大
不
比
例
が
あ
る
の
で
、
一
方
は
つ
ね
に
他
方
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
便
値
付
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
一
オ
ン
ス
の
金

は
数
オ
ン
ス
の
銀
と
交
換
さ
れ
て
き
た
。
』
（
九
八
ぺ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
比
率
の
理
解
は
、
そ
の
偵
値
が
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

量
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
貨
幣
数
量
論
の
理
解
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
＊
　
拙
稿
、
六
九
－
七
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
し
か
ら
ば
金
銀
比
率
の
攣
動
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
は
、
金
の
側
の
み
な
ら
ず
銀
の
側
に
も
同
じ
く
存
在
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。
事
實

そ
の
よ
う
な
銀
数
量
の
一
〇
倍
の
檜
加
が
そ
の
憤
値
の
一
〇
分
の
一
の
下
落
を
も
た
ら
し
た
と
す
ら
・
ッ
ク
は
利
子
に
關
す
る
論
文
中
に

指
摘
し
た
の
で
あ
つ
た
（
四
七
ぺ
ー
ジ
）
。
し
か
る
に
・
ッ
ク
は
今
鋤
象
と
し
て
い
る
金
銀
比
率
攣
動
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
た
び
銀
と
い
う

金
驕
實
瞠
の
債
値
を
規
準
と
し
、
い
わ
ぱ
そ
れ
を
不
攣
に
保
ち
な
が
ら
そ
れ
を
尺
度
と
し
て
金
の
債
値
を
測
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
本
節
の
始
め
の
と
こ
ろ
で
鋳
貨
中
の
銀
そ
の
も
の
の
債
値
を
探
究
す
る
と
き
の
か
れ
の
読
明
を

た
ど
つ
た
際
に
見
ら
れ
た
と
こ
6
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
銀
の
債
値
は
そ
の
金
周
實
騰
σ
中
に
存
し
そ
れ
に
よ
つ
て
償
値
の
大
い
さ
も

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
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一
二
〇

定
ま
る
と
す
る
金
属
主
義
の
立
揚
を
一
貫
し
よ
う
と
す
る
思
考
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
揚
か
ら
茅
）
こ
で
も
金
の
数
量
と
そ
の
銀
に
封
す

る
比
率
の
痩
動
を
読
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
一
そ
う
論
理
的
に
進
め
て
銀
の
側
の
攣
動
に
ふ
れ
る
と
い
う
道
を
う
ち
切
つ
て
し
ま
つ
て
い
る

ど
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・
ッ
ク
は
銀
を
規
準
と
し
な
が
ら
、
金
銀
比
率
の
法
定
の
不
可
能
な
．
）
と
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

『
銀
は
、
多
く
の
理
由
で
、
こ
の
〔
商
業
の
〕
尺
度
と
な
る
の
に
す
ぺ
て
の
金
属
の
う
ち
最
適
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
一
般
に
貨
幣
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
、
金
、
ま
た
は
あ
る
他
の
金
属
が
、
一
つ
の
定
ま
つ
た
．
規
定
さ
れ
た
率
で
、
流
通
。
法
定
貨
幣

と
さ
れ
る
べ
し
と
す
る
こ
と
は
非
常
に
不
適
當
で
あ
り
不
便
で
あ
る
。
こ
れ
は
諸
物
の
攣
動
し
つ
つ
あ
る
憤
値
に
法
律
に
よ
つ
て
一
つ
の

率
を
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
し
く
な
さ
れ
え
ず
、
私
が
示
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
敷
を
奏
す
る
限
り
、
そ
れ
が
實
行
さ
れ
る
國

に
封
し
て
不
断
の
損
害
で
あ
り
不
利
な
の
で
あ
る
、
』
と
（
一
〇
一
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
・
ッ
ク
は
金
銀
複
本
位
制
を
反
論
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
・
ッ
ク
は
貨
幣
の
本
質
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
貨
幣
は
商
業
の
尺
度
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
の
率
の
尺

度
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
（
す
べ
て
の
他
の
尺
度
の
よ
う
に
）
で
き
る
限
り
安
定
し
て
不
攣
に
保
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
』
の
で
あ
る
（
一
〇
〇

ぺ
ー
ジ
）
。
そ
し
て
、
『
す
べ
て
の
流
通
貨
幣
が
全
く
同
一
の
金
属
に
よ
る
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
種
六
の
種
類
は
同
じ
合
金
に
よ
り
、
ど
れ

も
よ
り
低
位
の
混
合
物
に
よ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
お
よ
び
一
度
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
標
準
は
、
不
可
侵
的
に
不
攣
に
永
久
に
保
た

る
べ
き
こ
と
が
、
ど
の
國
の
利
釜
で
も
あ
る
。
』
（
一
〇
三
。
へ
ー
ジ
）
と
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
の
把
握
は
、
銀
の
金
島
實
騰
に
領
値
を
お
き
、

そ
れ
を
規
準
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
重
量
と
名
目
の
確
定
・
維
持
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
か
れ
の
全
思
考
を
軍
的
に
表
明
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
名
目
引
き
上
げ
主
張
者
に
封
す
る
批
到
を
一
貫
し
て
、
か
れ
の
い
だ
い
て
い
え
貨
幣
祀
握
は
、
瀞
、
田
然
銀
重
量
と
名
掲
の
堅
特
と



い
う
積
極
的
主
張
と
な
つ
て
右
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

占’、

　
以
上
が
『
わ
が
鋳
貨
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
』
の
中
に
示
さ
れ
た
・
ッ
ク
の
貨
幣
理
論
で
あ
り
、
か
れ
は
そ
れ
を
堅
持
し
な
が
ら
一
貫

し
て
、
　
一
般
に
主
張
さ
れ
た
名
目
の
引
き
上
げ
政
策
に
批
到
を
浴
び
せ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
ご
の
考
え
方
は
、
こ
の
論
文
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
サ
マ
ズ
郷
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
イ
ッ
グ
熊
の
首
臓
部
つ
ま
り
當
時
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
政
府
の
到
断
に
強
い
反
映
を
も
ち
、
そ
の

政
策
の
よ
つ
て
立
つ
基
底
と
な
つ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
第
二
・
三
節
で
示
し
た
如
き
、
貨
幣
の
歌
況
は
依

然
と
し
て
進
行
し
つ
づ
け
た
。
ま
た
こ
れ
と
と
も
に
銀
流
出
に
封
す
る
非
難
は
く
り
返
し
て
行
わ
れ
、
議
會
で
は
銀
地
金
流
出
防
止
の
た

め
に
し
ば
し
ば
立
法
が
企
て
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
法
令
成
立
に
ま
で
至
ら
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
九
一
年
一
二
月
一
三
日
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

案
、
あ
る
い
は
一
六
九
二
年
一
二
月
八
日
の
法
案
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
法
案
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
後
者
の
法
案
は
サ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
テ
ン
プ
ル
の
冒
盈
o
ぎ
巳
↓
o
目
覧
o
ま
睾
ー
鶏
に
よ
つ
て
提
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
れ
の
思
考
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
鋳
貨
名
目
の
引
き
上
げ
を
主
張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
＊
　
因
β
α
ぎ
㎎
、
目
、
O
■
ω
圃
℃
！
ω
o
o
O
。

　
＊
＊
　
一
六
九
六
年
、
改
鋳
實
施
の
中
で
、
か
れ
は
・
ッ
ク
批
判
の
小
論
丈
を
登
表
し
て
い
る
。
本
稿
末
の
文
獣
表
を
参
照
o

　
ま
た
ト
ー
リ
派
が
多
数
を
占
め
る
當
時
の
議
會
に
お
い
て
は
、
本
稿
第
三
節
で
み
た
と
こ
ろ
の
一
六
九
〇
年
委
員
會
の
報
告
に
示
さ
れ

る
如
く
、
名
目
の
引
き
上
げ
が
論
ぜ
ら
れ
立
案
せ
ら
れ
た
と
推
察
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
・
ッ
ク
の
思
考
を
考
慮

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
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二

し
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
政
府
の
到
断
は
こ
れ
ら
の
法
案
を
し
て
つ
ね
に
不
成
立
と
な
さ
し
め
、
政
府
の
實
施
す
る
と
こ
ろ
に
至
ら
な

か
つ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歌
況
は
，
一
六
九
四
年
に
至
つ
て
、
新
し
い
要
素
を
加
え
、
新
し
い
局
面
に
展
開
し
た
。
新
要
素
と
は
一
六
九
四
年
の
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
銀
行
設
立
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
駿
い
に
お
け
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
政
府
に
封
し
一
二
〇
萬
ポ
ン
ド
を
與
え
て
そ
の
財
政
的

危
機
を
救
わ
ん
と
す
る
の
が
そ
の
主
要
な
目
標
で
あ
つ
た
。
と
同
時
に
當
初
は
四
八
萬
ポ
ン
ド
、
ぴ
き
つ
づ
き
そ
れ
を
超
過
す
る
よ
う
に

な
つ
た
多
額
に
上
る
銀
行
券
の
蛮
行
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
當
時
の
貨
幣
不
足
に
封
、
す
る
大
き
な
綾
和
で
あ
り
、
商
工
業
に
資
金
を
提
供

し
そ
の
活
動
を
促
進
し
た
。
が
し
か
し
一
方
互
額
の
紙
幣
の
稜
雰
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
用
を
な
し
、
金
銀
の
市
揚
債
絡
の
下
落
．

銀
行
券
償
格
の
下
落
・
物
債
の
急
騰
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
事
態
が
こ
の
よ
う
に
急
迫
し
て
は
じ
め
て
議
會
は
激
し
い
討
議
の
す
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
九
五
年
、
貨
幣
改
鋳
實
施
を
決
定
す
る
に
い
た
つ
た
。
こ
の
間
・
ッ
ク
は
サ
マ
ズ
郷
ら
の
た
め
第
二
論
文
（
拙
稿
五
五
ぺ
ー
ジ
）
を
執

筆
し
、
さ
ら
に
ラ
ウ
ン
ズ
の
提
案
（
名
目
の
引
き
上
げ
を
主
張
）
に
封
し
て
、
ふ
た
た
び
自
ら
の
見
解
を
の
べ
、
ラ
ウ
ン
ズ
の
書
物
を
途
一

批
到
し
た
。
こ
れ
が
拙
稿
五
五
ぺ
ー
ジ
に
示
し
た
第
三
論
文
で
あ
る
。
一
六
九
五
年
一
一
月
議
會
は
解
散
さ
れ
同
月
二
二
日
召
集
さ
れ
た

新
議
會
は
前
議
會
と
こ
と
な
リ
ウ
イ
ッ
グ
窯
が
多
勲
を
占
め
た
。
か
く
し
て
一
六
九
六
年
一
月
二
三
日
か
ら
改
錨
が
實
施
に
入
つ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
ほ
と
ん
ど
・
ッ
ク
の
見
解
を
そ
の
基
礎
と
し
、
縁
刻
貨
瞥
の
重
量
と
名
目
は
從
來
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
こ
う
し
て
エ
ハ
九
九
年
に
至
る
ま
で
そ
の
間
の
多
く
の
困
難
と
議
論
と
を
包
含
し
な
が
ら
、
こ
の
大
改
鋳
が
實
施
さ
れ
て
い
つ
た
－

の
で
あ
る
。

　
＊
　
蜀
窪
く
o
p
受
o
貧
■
つ
旨
や
ー
㏄
．



　
＊
＊
　
改
鋳
實
施
の
状
況
に
つ
い
て
は
主
と
と
し
て
男
道
山
ぎ
㌍
閏
■
マ
O
o
o
轟
㊥
山
下
、
七
九
ぺ
ー
ジ
以
下
を
参
照
し
た
。

　
私
は
今
．
一
こ
で
そ
の
よ
う
な
歌
況
の
中
で
の
・
ッ
ク
の
生
活
と
か
れ
の
思
考
の
展
開
に
さ
ら
に
た
ち
入
つ
て
學
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
私
の
次
の
勉
蝿
の
主
題
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
以
上
第
五
節
ま
で
に
學
ん
で
き
た
よ
う
に
一
六
九
三
年
ま
で
の
・
ッ
ク

の
思
索
を
ふ
り
か
え
り
私
の
問
題
と
し
た
諸
勲
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
ま
ず
第
一
に
・
ッ
ク
が
こ
の
論
文
中
に
は
つ
き
り
と
示
し
て
い
る
の
は
、
貨
幣
に
つ
い
て
の
金
驕
主
義
的
理
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
か

れ
は
、
鋳
貨
の
偵
値
は
そ
の
金
属
（
か
れ
は
銀
を
考
え
て
い
る
）
實
禮
の
中
に
存
し
、
そ
の
量
に
よ
つ
て
鑓
貨
の
債
値
が
定
ま
る
、
と
把
握

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
一
量
の
銀
は
同
叫
量
の
銀
と
つ
ね
に
O
氷
久
に
、
と
す
ら
・
ッ
ク
は
い
う
）
相
等
し
い
償
値
で
あ
り
、
そ
れ
に
い
か

な
る
名
目
を
付
し
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
に
よ
つ
て
鋳
貨
の
便
値
を
攣
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
名
目
引
き
上
げ
論
者
を
批
到
し
、
さ
ら
に

商
業
の
尺
度
で
あ
り
あ
ら
ゆ
る
物
の
率
の
尺
度
と
し
て
の
銀
貨
は
、
す
べ
て
の
尺
度
が
そ
う
あ
る
べ
き
ご
と
く
、
確
固
・
不
攣
に
保
た
る

べ
し
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
す
で
に
利
子
に
關
す
る
論
文
の
中
に
示
さ
れ
、
か
れ
の
理
論
展
開
の
重
要
な
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

と
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
．
」
で
は
吹
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
金
銀
は
人
凌
、
の
一
般
的
同
意
に
よ
り
一
つ
の
想
像

的
慣
値
を
與
え
ら
れ
、
共
通
の
保
詮
物
、
つ
ま
り
偵
値
の
保
詮
物
と
な
つ
た
。
そ
こ
で
貨
幣
の
蓄
積
は
富
の
獲
得
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て

交
易
に
は
一
定
比
率
の
貨
幣
が
そ
の
運
螢
に
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
の
減
少
は
種
々
の
過
程
を
通
じ
て
交
易
の
減
退
、
國
富
の
減
少
を
ひ
き

起
す
。
そ
れ
ゆ
え
交
易
の
維
持
焚
展
に
と
つ
て
金
銀
の
獲
得
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
貿
易
差
額
に
よ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
國
民
の
勤
勉
に
よ
る
産
業
の
振
興
と
外
國
産
消
費
財
の
倹
約
・
質
素
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
か
れ
の
理
論
的
髄
系

と
重
商
主
義
的
政
策
が
、
貨
幣
（
金
銀
）
を
そ
の
中
核
と
し
て
統
一
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
貨
幣
は
商

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
ロ
ッ
ク
の
貨
倣
旧
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
三
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晶
流
通
の
中
で
債
値
の
保
詮
物
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
富
の
獲
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
動
の
経
過
を
中
心
と
し
経
濟
肚

會
の
全
稜
展
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
の
貨
幣
は
『
抽
象
的
出
口
田
の
定
在
と
し
て
』
『
流
通
の
結
晶
し
た
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

と
し
て
の
形
態
規
定
性
』
の
中
で
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
＊
　
拙
稿
、
六
六
t
八
・
七
四
－
五
べ
ー
ジ
。

　
＊
＊
　
　
竃
聾
目
図
●
の
，
一
㎝
軌
t
一
U
9

　
こ
の
よ
う
な
貨
幣
把
握
を
も
つ
て
當
面
の
貨
幣
状
況
に
相
鉗
し
た
・
ッ
ク
は
、
金
属
實
隆
を
も
っ
て
貨
幣
債
値
の
存
す
る
根
基
で
あ

り
、
そ
の
維
持
を
主
張
す
る
と
い
う
金
驕
主
義
的
理
解
を
堅
持
し
、
一
貫
す
る
と
い
う
態
度
を
と
つ
た
の
で
あ
る
と
理
解
し
う
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
・
ッ
ク
の
方
策
が
、
當
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
肚
會
に
お
け
る
新
し
い
資
本
主
義
的
生
産
の
線
に
そ
い
、
そ
こ
で

活
動
し
て
い
た
新
興
商
工
業
暦
、
借
地
農
業
家
お
よ
び
當
時
の
農
業
の
護
展
に
力
を
そ
そ
い
だ
地
主
居
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
れ
ら
に
信
用

を
與
え
た
貨
幣
所
有
者
た
ち
、
最
後
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
政
府
、
こ
の
よ
う
な
廣
範
な
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
肚
會
に
お
け
る
前
進
的
に

活
動
的
な
人
六
の
支
持
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
い
わ
ば
こ
の
よ
う
な
経
濟
肚
會
の
全
騰
的
把
握
と
そ
の
理
論
的
分
析
の
重
要
な

礎
石
と
し
て
、
か
れ
の
金
属
主
義
的
貨
幣
把
握
が
あ
り
、
そ
れ
を
土
墓
と
し
て
當
面
の
貨
幣
飛
況
に
封
す
る
か
れ
の
具
鎧
的
解
明
と
主
張

が
生
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
・
ッ
ク
の
貨
幣
把
握
は
さ
ら
に
深
く
市
民
祉
會
の
構
造
に
ね
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
か
れ
は
『
統
治
に
關
す
る
二
論
文
』
の

中
で
・
貨
幣
の
稜
生
と
そ
の
所
有
の
不
季
等
を
読
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
今
こ
こ
で
さ
ら
に
こ
の
貼
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
、
・
ソ

ク
の
政
治
哲
學
－
経
濟
理
論
－
重
商
圭
義
政
策
を
統
一
的
に
把
握
し
う
る
カ
を
も
つ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
深
め
る
．
』
と
を
私



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

は
次
の
勉
強
の
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
と
思
う
。

＊
鷲
卓
良
幾
い
妻
を
茗
て
。
ッ
ク
の
磨
髄
系
雰
誓
裏
て
い
る
．
私
は
氏
の
・
ッ
ク
談
箋
く
を
墨
こ
と
が
で
き
た
、

　
　
『
統
治
に
關
す
る
二
婁
』
砦
客
・
ヌ
憲
考
5
い
て
は
、
巷
婁
笙
．
三
甦
そ
窪
禦
示
さ
尊
い
る
．

　
さ
て
次
の
問
題
は
い
わ
ゆ
る
貨
幣
数
量
読
と
呼
ば
れ
る
・
ッ
ク
の
貨
幣
把
握
で
あ
る
。
本
稿
第
五
節
で
か
れ
の
見
解
を
た
ど
つ
て
い
つ

た
と
き
に
學
ん
だ
よ
皇
・
か
盤
貨
毯
橿
は
そ
の
窪
あ
る
銀
に
存
玄
と
し
奈
ら
、
そ
の
銀
そ
の
も
の
の
便
纂
暴
の
購
買

力
）
墨
動
藺
題
差
ろ
う
と
す
る
そ
の
と
き
に
は
い
つ
薯
の
嘉
で
立
歪
り
、
ふ
た
た
び
銀
と
い
う
金
讐
漿
橿
を
慧

そ
の
銀
の
量
に
よ
つ
て
貨
幣
の
債
値
の
大
い
さ
も
定
ま
る
の
で
あ
り
、
慣
値
の
尺
度
と
し
て
そ
れ
は
確
固
不
攣
に
保
た
る
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
る
・
お
豊
の
ξ
窮
倉
纂
（
銀
）
経
剛
易
に
範
ξ
と
し
て
聾
て
譲
か
身
．

貨
驚
讐
力
と
い
う
諜
薔
毯
橿
を
把
え
、
そ
紮
纂
贅
援
存
し
、
さ
ら
に
物
磐
纂
量
と
の
關
聯
蕎
題
与

る
貨
籔
霧
鶉
握
・
利
子
婦
砦
塗
器
い
て
よ
り
進
ん
護
累
與
え
ら
墾
晃
．
詫
簑
の
よ
畠
行
鴛
て
い

る
。
・
ッ
ク
は
こ
の
問
題
を
ま
ず
需
要
供
給
に
よ
る
債
格
決
定
の
分
析
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
財
の
債
格
は
そ
の
財
の
量
と
は
け
口
＜
．
一
一
け

と
の
比
歪
よ
つ
て
規
箏
墾
い
る
・
簿
呈
筆
の
財
蟻
玄
人
た
の
欲
肇
あ
る
．
そ
．
』
で
『
そ
旨
身
と
、
あ
る
い
は
一

つ
の
不
欝
尺
度
と
比
誓
裂
あ
易
の
橿
は
、
そ
の
量
が
そ
の
は
け
・
に
比
例
し
て
よ
り
小
さ
く
な
る
に
つ
墾
、
よ
り
大
き

く
な
る
。
』
（
四
〇
ぺ
ー
ジ
）
つ
ま
り
量
が
少
く
な
り
そ
の
財
に
封
す
る
人
々
の
欲
求
が
大
と
な
れ
ば
、
そ
の
財
は
山
口
同
く
評
便
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
次
に
二
つ
の
財
が
交
換
さ
れ
る
揚
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
と
き
に
は
二
財
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
量
と
は
け

塁
董
蕊
醤
奮
奮
（
四
・
ペ
ー
ジ
）
．
二
つ
の
財
の
交
琵
奮
ゑ
竺
財
が
荒
だ
け
の
量
の
他
財
と
交
換
さ
れ
う
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
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（
こ
の
比
牽
を
ロ
ッ
ク
は
市
場
債
値
．
便
格
、
あ
る
と
き
に
は
贋
値
と
呼
ん
で
い
る
）
を
規
定
す
る
も
の
は
、
二
財
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
と
は
け
口
、

つ
ま
り
四
つ
の
要
因
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
次
に
ロ
ッ
ク
は
貨
幣
（
こ
の
場
A
口
、
銀
と
考
え
て
い
る
）
も
ま
た
一
つ
の
財
と
し
て
、
右
と
同
じ
偵
値
の
規
定
を
う
け
る
と
考
え
る
。
し

か
し
貨
幣
に
封
す
る
人
六
の
欲
求
は
つ
ね
に
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
つ
も
欲
す
る
と
き
に
諸
財
と
交
換
し
て
富
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
そ
の
は
け
口
は
『
つ
ね
に
十
分
で
あ
り
、
あ
る
い
は
＋
分
以
上
で
あ
る
。
』
そ
こ
で
貨
幣
の
債
値
を
規
定
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
は

け
口
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
そ
の
量
だ
け
が
そ
の
債
値
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
（
四
〇
・
四
五
ぺ
ー
ジ
）
。
そ
こ
で
貨
幣
の
『
訣

乏
が
大
と
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
便
格
を
高
め
、
奪
い
合
い
を
つ
の
ら
せ
る
。
そ
の
不
足
を
た
や
す
く
補
う
よ
う
な
物
は
他
に
何
も
な
い

か
ら
、
そ
の
量
を
滅
ず
る
こ
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
い
つ
も
そ
の
便
格
を
鐙
日
大
さ
せ
、
等
し
い
割
合
の
貨
幣
を
よ
り
大
き
な
他
の
物
と
交
換

さ
せ
る
。
』
（
四
〇
ぺ
ー
ジ
）
・
ッ
ク
は
貨
幣
の
『
債
格
』
と
い
う
表
現
を
と
つ
て
い
て
難
解
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

財
霧
霧
合
と
同
じ
く
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
で
童
う
．
貨
讐
は
曾
、
つ
需
基
鋳
墓
会
の
繁
は
＋
盆
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
量
が
減
ず
れ
ば
、
そ
れ
に
撃
る
秀
の
穫
は
高
曽
砦
．
そ
毛
旦
物
舞
し
て
箏
屡
養
肇
交
換
蕊

う
る
茅
㌧
と
に
な
る
、
と
。
こ
の
貨
幣
が
あ
る
一
種
類
の
財
と
交
換
さ
れ
る
揚
合
を
さ
ら
に
た
ず
ね
て
み
よ
う
。
そ
の
揚
合
に
爾
者
の
交
換

紫
窺
定
す
る
要
因
は
誇
三
つ
と
馨
う
．
す
な
わ
ち
、
そ
の
財
の
量
と
は
け
・
、
妻
び
箒
の
婁
あ
る
・
蕊
皇
つ
の
要

因
の
攣
化
に
つ
れ
て
、
財
の
便
格
．
貨
幣
の
債
値
（
っ
ま
り
貨
幣
の
購
買
力
）
は
攣
動
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
・
ッ
ク
は

次
の
よ
う
に
硲
し
て
落
、
『
芽
ζ
の
銀
と
あ
る
他
の
財
の
穰
の
嬰
肇
ん
高
定
禦
比
例
善
つ
し
て
裸
・
と
い
！
』

と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
國
の
中
で
そ
の
〔
貨
幣
の
〕
量
が
愛
動
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
財
が
そ
の
は
け
口
に
比
例
し
て
の
そ
の



量
を
攣
化
さ
せ
る
か
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
各
々
の
債
値
は
礎
化
す
る
、
す
な
わ
ち
、
一
方
の
よ
り
少
量
は
他
方
の
よ
り
多
量
と
取
り
引
き

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
』
（
四
〇
ぺ
ー
ジ
）
こ
の
よ
う
に
・
ッ
ク
は
攣
動
の
プ
・
セ
ス
を
二
つ
に
分
ち
、
一
方
は
財
に
お
け
る
量
と
は

け
口
の
攣
化
、
他
方
は
貨
幣
に
お
け
る
量
の
攣
化
と
し
て
論
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
貨
幣
量
の
攣
化
に
も
と
ず
く
債
格
（
お
よ
び
貨
幣
の
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

買
力
）
の
攣
動
の
読
明
に
當
つ
て
は
、
い
つ
も
財
の
側
に
お
け
る
量
と
は
け
口
の
比
牽
は
一
定
と
し
て
論
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
次
の
如
く
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
七
世
国
①
昌
昌
く
目
の
時
代
（
在
位
一
四
八
五
－
一
五
〇
九
年
）
に
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
つ
き
六
ペ
ン
ス
の

小
萎
は
今
で
は
五
シ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
『
そ
の
理
由
は
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
世
界
に
は
今
や
（
西
印
度
諸
島
の
螢
見
が
そ
れ

を
豊
富
に
し
た
の
で
）
そ
の
と
き
あ
つ
た
よ
り
も
、
十
倍
も
多
く
の
銀
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
今
、
そ
の
當
時
あ
つ
た
よ
り
も
十
分
の
九

よ
り
少
い
ね
う
ち
マ
8
浮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
今
や
十
分
の
九
だ
・
け
よ
り
少
い
あ
る
財
と
交
換
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
、
そ
し
て
そ
の
財
は
、
そ
れ
が
二
〇
〇
年
來
そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
は
け
口
に
鉗
し
て
同
じ
比
率
を
保
っ
て
い
る
財
な
の

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
す
べ
て
の
他
の
財
の
う
ち
で
、
小
変
が
最
も
よ
く
そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
』
と
（
四
六
－
七

ぺ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
小
萎
の
量
と
は
け
口
と
は
一
定
と
し
て
、
貨
幣
量
の
塘
加
は
比
例
的
に
小
萎
の
便
格
を
騰
貴
さ
せ
る
、
と
把
握
さ

れ
て
い
る
。
同
様
の
読
明
（
た
だ
し
比
例
的
關
係
が
あ
る
と
は
の
べ
て
い
な
い
）
は
四
〇
・
四
五
ぺ
ー
ジ
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
＊
　
　
国
目
ユ
O
び
・
ω
．
U
r
’

　
さ
て
實
際
に
あ
る
財
と
貨
幣
と
の
交
換
を
見
る
と
き
、
右
の
こ
と
は
一
そ
う
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
財
の
は
け
口

（
つ
ま
り
人
々
の
財
に
封
す
る
欲
求
）
は
貨
幣
の
裏
付
け
を
も
つ
た
い
わ
ゆ
る
有
敷
需
要
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
（
三
〇
ー
一
ぺ
ー
ジ
）
、
あ
る
量

の
財
と
あ
る
量
の
貨
幣
と
が
封
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
よ
う
な
事
實
を
直
接
論
明
す
る
こ
と
に
な
る
と
・
ッ
ク
は
、
財
に
つ
い

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
眉
ッ
ク
の
貨
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一
一
八

て
量
と
は
け
口
の
比
率
を
間
題
と
し
て
考
察
せ
ず
に
、
た
だ
そ
の
財
の
量
と
貨
幣
の
量
と
が
封
比
さ
れ
て
便
格
を
規
定
す
る
と
見
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
か
つ
た
。
『
土
地
の
債
格
の
騰
落
は
、
他
の
諸
物
と
同
じ
く
、
そ
の
取
り
引
き
の
た
め
に
豫
定
さ
れ
た
貨
幣
の
量
に
比
較

し
て
の
、
費
ゆ
に
出
さ
れ
る
土
地
の
量
に
依
存
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
要
す
る
に
同
じ
事
で
あ
る
が
・
買
い
手
と
費
り
手
の
数
に
依
存

し
て
い
る
。
』
（
五
三
ぺ
ー
ジ
）
す
な
わ
ち
あ
る
財
と
貨
幣
と
の
交
換
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
量
、
つ
ま
り
買
い
手
と
費
り
手
の
数
に
よ

つ
て
そ
の
債
絡
が
定
ま
る
と
い
う
把
握
に
ま
で
進
ん
で
行
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
三
〇
．
＝
＝
．
三
九
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
な
把
握
か
ら
す

れ
ば
、
諸
財
に
關
聯
し
て
の
『
貨
幣
の
債
値
は
、
そ
れ
ら
の
物
の
豊
富
か
訣
乏
に
比
例
し
て
の
、
貨
幣
の
豊
富
か
訣
乏
に
の
み
依
存
し
て

い
る
』
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
一
一
二
ぺ
ー
ジ
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
一
財
と
貨
幣
の
關
聯
に
お
け
る
貨
幣
量
と
財
量
と
の
封
比
は
一
般
化
さ
れ
て
、
さ
ら
に
一
國
全
磯
や
全
世
界
の
揚
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
よ
り
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
一
國
に
お
け
る
貨
幣
は
そ
の
國
の
全
交
易
と
封
置
さ
れ
、
全
世
界
の
貨
幣
は
全
世

界
の
交
易
と
封
置
さ
れ
る
。
『
貨
幣
の
債
値
は
、
一
般
に
は
、
世
界
に
お
け
る
全
交
易
に
比
例
せ
る
・
全
貨
幣
の
量
で
あ
る
が
、
あ
る
一
國

内
の
貨
幣
の
便
値
は
、
現
在
の
交
易
に
比
例
せ
る
・
そ
の
國
内
の
流
通
貨
幣
の
現
在
量
で
あ
る
。
』
（
四
九
ぺ
ー
ジ
）
そ
こ
で
あ
る
一
國
内
に

あ
る
貨
幣
の
量
が
不
攣
と
す
れ
ば
、
『
そ
の
貨
幣
の
あ
る
量
は
…
…
あ
る
比
牽
の
交
易
を
、
大
小
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蓮
螢
す
る
に
役
立
つ
で

あ
ろ
う
。
』
（
四
八
ぺ
ー
ジ
）
し
か
し
全
世
界
が
交
易
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
そ
の
國
の
貨
幣
量
を
不
攣
に
保
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。
す
な
わ
ち
鑛
山
か
ら
の
銀
の
供
給
は
そ
の
損
粍
を
超
過
し
、
『
貨
幣
の
量
は
、
他
の
諸
財
に
關
し
て
、
日
々
よ
り
大
と
な
り
、
そ
の

債
値
は
よ
り
小
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
』
（
四
八
t
九
ぺ
ー
ジ
）
こ
の
よ
う
に
し
て
・
ッ
ク
は
貨
幣
の
債
値
（
そ
の
購
買
力
）
が
そ
の
敷
量
に
よ

つ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
把
握
に
ま
で
進
ん
で
お
り
、
さ
き
に
例
示
し
た
よ
う
に
そ
こ
に
比
例
的
關
係
す
ら
あ
る
と
見
て
い
る
し
、
ま
た



貨
幣
が
中
立
的
性
椿
を
持
つ
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
＊
　
　
】
一
一
ゴ
ニ
弓
ゴ
リ
の
。
“
轟
ー
伊

　
　
　
　
へ

　
こ
の
ポ
う
な
貨
幣
籔
量
読
的
把
握
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
ロ
ッ
ク
は
貨
幣
が
流
通
の
結
晶
薩
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
富
の
獲
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
便
値
の
保
讃
物
で
あ
る
と
把
握
し
て
い
た
。
と
同
時
に
そ
れ
は
『
そ
の
流
通
に
さ
い
し

て
、
交
易
の
各
種
の
車
輸
を
蓮
韓
す
る
』
（
一
二
ぺ
ー
ジ
）
『
共
通
の
交
易
品
8
目
匿
8
疹
博
臼
』
（
一
三
ぺ
ー
ジ
）
と
し
て
、
つ
ま
り
流
通

の
手
段
と
し
て
も
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
財
の
慣
絡
決
定
の
機
構
に
つ
い
て
と
同
じ
論
理
を
以
て
そ
の
交
換
の
行
わ
れ
る

運
動
の
中
で
貨
幣
の
慣
値
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
貨
幣
の
償
値
と
は
そ
れ
が
い
く
ら
の
量
の
他
の
財
と
交
換
さ
れ
る
か
と
い
う
貨

幣
の
購
買
力
を
意
味
す
る
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
一
國
内
あ
る
い
は
全
世
界
の
貨
幣
量
に
よ
つ
て
規
定
煮
、
れ
る
と
解
明
す
る
に
い

た
つ
た
の
で
あ
る
。
以
上
學
ん
で
き
た
・
ッ
ク
の
詮
明
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
貨
幣
撒
量
説
的
把
握
稜
生
の
プ
・
セ
ス
を
私
は
そ

の
中
に
學
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
ヶ
に
思
う
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
な
貨
幣
便
値
の
把
握
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
不
攣
に
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
だ
し
そ
の
量
の
塘
加
は
そ
の
債
値

（
購
買
力
）
を
減
少
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
し
か
し
貨
幣
は
、
他
の
大
部
分
の
財
よ
り
も
、
よ
り
少
く
消
費
さ
れ
た
り
塘
加
さ
れ
た
り
す

る
・
す
な
わ
ち
も
つ
と
ゆ
つ
く
り
と
あ
る
國
の
自
由
な
商
業
か
ら
取
り
去
ら
れ
た
り
、
そ
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
り
す
る
。
そ
れ
で
そ
の

量
と
は
け
口
と
の
比
率
は
、
た
い
て
い
の
他
の
財
に
お
け
る
よ
り
も
、
も
つ
と
ゆ
つ
く
り
と
攣
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
は
一
般
に
、

す
べ
て
の
物
の
慣
値
を
到
断
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
不
攣
の
尺
度
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
鋳
貨
制
度
に
お
い
て
そ
の
重
さ
と
名
目

に
よ
つ
て
そ
れ
に
適
感
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
』
（
四
四
ぺ
ー
ジ
）
そ
こ
で
人
女
は
財
の
償
値
の
攣
化
を
測
る
に
銀
の
旦
里
、
つ
ま
り
債
椿
を

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
呈
ク
裟
幣
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
尻



　
　
　
　
　
一
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報
　
紅
濟
學
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究
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇

も
つ
て
す
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
銀
は
短
期
に
お
い
て
は
諸
財
の
償
値
の
尺
度
と
し
て
適
し
、
長
期
に
お
い
て
は
小
萎
が
そ
れ
に
適

し
て
い
る
と
い
う
読
明
が
の
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
四
七
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
な
把
握
は
『
わ
が
鋳
貨
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
』
の
論

文
中
に
見
出
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
は
む
し
ろ
、
銀
の
金
属
實
膿
が
債
値
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
鋳
貨
の
中
に
ふ
く
ま
れ
る

銀
の
量
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
名
目
は
不
攣
に
保
た
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
に
見
た
ご
と
き
銀
の
便
値
攣
動

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
問
題
と
な
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
つ
い
に
全
く
ふ
れ
ら
れ
な
い
ま
ま

で
あ
つ
た
。
不
攣
に
保
た
る
べ
き
償
値
の
尺
度
と
し
て
の
鋳
貨
を
勤
象
と
し
そ
の
重
量
と
名
目
の
維
持
が
主
張
さ
れ
て
い
る
そ
の
時
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

た
つ
て
、
鋳
貨
債
値
の
捲
い
手
で
あ
る
銀
の
便
値
攣
動
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
、
『
常
識
に
矛
盾
す
る
』
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
・
ッ
ク
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

こ
の
よ
う
な
『
困
難
』
を
直
正
面
か
ら
意
識
し
分
析
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
か
つ
た
。

　
＊
　
　
ピ
碧
．
図
。
の
D
一
一
9

　
＊
＊
　
以
上
の
よ
う
な
・
ッ
ク
の
態
度
か
ら
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
歌
況
を
、
貨
幣
敷
量
詮
が
『
・
ッ
ク
に
よ
つ
て
、
あ
る
と
き
は
肯
定
さ
れ
、
あ

　
　
る
と
き
は
否
定
さ
れ
た
』
と
把
握
し
て
い
る
。
呂
鷲
鮮
¢
嶺
9

　
し
か
ら
ば
こ
の
困
難
を
打
開
し
、
右
の
問
題
を
理
論
的
に
解
く
べ
き
道
は
、
・
ッ
ク
に
よ
つ
て
ど
の
よ
う
に
與
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
か
れ
は
次
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。
コ
オ
ン
ス
の
銀
は
、
そ
の
内
在
的
ね
う
ち
ぼ
鉾
ぎ
甑
o
宅
8
跨
に
お
い
て
、
あ

る
い
は
世
界
の
全
般
的
交
易
と
の
關
聯
に
お
い
て
考
察
さ
れ
れ
ば
、
別
の
一
オ
ン
ス
の
銀
と
い
つ
も
あ
い
等
し
い
便
値
Φ
ρ
ρ
巴
鋸
置
。
で

あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
同
時
に
、
世
界
の
様
斎
の
地
方
に
お
い
て
、
同
債
値
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
交

易
に
比
例
し
て
、
最
も
少
い
貨
幣
の
存
す
る
國
で
最
も
ね
う
ち
が
あ
る
9
。
白
8
け
≦
9
9
。
そ
れ
ゆ
え
人
々
は
、
別
の
所
で
十
八
ま
た



ば
十
九
オ
ン
ス
の
銀
を
受
け
取
る
た
め
に
、
あ
る
所
で
二
十
オ
ン
ス
の
銀
を
與
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
』
（
五
〇
ぺ
ー
ジ
）
こ
の
文

章
の
前
牛
の
部
分
で
は
『
わ
が
鋳
貨
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
』
の
中
で
示
し
た
・
ッ
ク
の
貨
幣
把
握
と
同
じ
く
、
銀
と
銀
と
は
そ
の
債
値

に
お
い
て
相
等
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
か
れ
は
さ
ら
に
次
の
ご
と
く
い
う
。
『
か
わ
せ
の
騰
落
に
つ
れ
て
の
李
慣
9
①
唱
畦

を
評
便
し
う
る
た
め
に
は
、
内
在
的
債
値
冒
琶
霧
ざ
く
巴
器
、
す
な
わ
も
、
そ
れ
を
も
つ
て
か
わ
せ
手
形
を
計
算
し
支
挑
わ
せ
る
と
こ

ろ
の
、
二
國
の
諸
鋳
貨
中
に
い
く
ら
の
銀
が
あ
る
か
、
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
』
と
（
五
二
ぺ
ー
ジ
）
。
ま
さ
し
く
鋳
貨
の
内
在
的
偵

値
は
そ
の
金
属
實
膿
た
る
銀
に
存
在
す
る
と
い
う
把
握
に
立
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
そ
れ
自
髄
債
値
を
も
つ
貨
幣
が
交
換
の
中
に
お
か

れ
て
財
慣
値
測
定
の
尺
度
と
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
貨
幣
が
そ
の
交
換
を
次
々
と
媒
介
し
流
通
の
手
段
と
し
て
運
動
す
る

歌
況
を
見
る
と
、
そ
の
債
値
は
そ
れ
自
髄
に
ふ
く
ま
れ
る
大
い
さ
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
数
量
に
よ
つ
て
規
定
を
う
け
て
く
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
と
き
に
は
流
通
す
る
諸
財
に
相
封
す
る
貨
幣
は
そ
れ
に
必
要
と
す
る
債
値
だ
け
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
鋳

貨
自
ら
の
金
属
に
も
つ
債
値
で
は
な
く
し
て
、
便
値
の
章
標
と
し
て
、
そ
の
流
通
敷
量
に
規
定
さ
れ
た
債
値
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
理
解

さ
れ
る
。
・
ッ
ク
の
右
の
文
章
は
つ
ま
り
、
『
債
値
尺
度
』
と
し
て
の
貨
幣
と
『
流
通
手
段
』
と
し
て
の
貨
幣
と
の
統
一
的
理
解
の
必
要
を

教
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
本
稿
第
三
節
に
お
い
て
當
時
の
貨
幣
歌
況
を
見
た
と
き
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
當
時
の
激
し
い
削
り
取
り
に
よ
つ

て
錨
貨
は
ほ
と
ん
ど
牟
ば
に
達
す
る
程
そ
の
重
量
を
失
つ
て
い
た
。
金
島
實
髄
に
慣
値
を
お
く
・
ッ
ク
の
貨
幣
把
握
か
ら
す
れ
ぱ
・
銀
の

市
揚
債
格
は
そ
の
鋳
貨
便
格
の
倍
に
い
た
る
程
騰
貴
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
事
實
は
ニ
ペ
ン
ス
内
外
に
及
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
艦
口
田
時
の
一
般
的
貨
幣
不
足
に
よ
る
と
フ
ィ
ヴ
ィ
ア
イ
ァ
は
読
明
を
與
え
て
い
た
。
こ
の
事
態
を
理
論
的
に
分
析
し
う
る
道
は
、
ま

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
．
・
ッ
ク
の
貨
幣
論
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
＝
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建
奮
の
誕
駕
纂
の
統
一
的
理
蟹
よ
つ
て
開
か
砦
の
荏
豪
含
か
．
こ
の
ξ
蓮
蟹
箋
し
て
ニ
ハ
九
葦

以
後
に
お
け
る
饗
藩
嘉
の
慧
の
堪
ど
の
ξ
に
・
ノ
に
毒
て
深
め
嘉
て
い
窪
で
あ
ろ
う
か
．
あ
る
い
は
．
ッ
ク
に

摯
る
舞
蒼
ち
雰
誓
聖
お
麩
あ
ろ
う
か
．
私
は
さ
ら
に
深
く
・
ッ
ク
の
理
論
的
分
析
墨
ぎ
た
よ
つ
て
、
自
ら

の
貨
幣
把
握
の
努
力
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
ゆ
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